
IKK Wori

IKK Talawaan

配水池予定地

配水池予定地

給水区域

給水区域

給水区域

水源予定地

水源及び浄水場予定地

導水ポンプ場予定地

調査対象地域　写真集



IKK Kombi (1)

IKK Kombi (2)

水源予定地 配水池予定地

給水区域 給水区域

配水池予定地

給水区域

水源予定地

給水区域

調査対象地域　写真集



｛略語集｝

Cipta Karya Cipta Karya 人間居住

D/D D/D 実施設計

Dinas PU (DPUK) Dinas Pekerjaan Umum Kabupaten 県公共事業局

Dinas PU (DPUP) Dinas Pekerjaan Umum Propinsi 州公共事業局

GSP GSP 亜鉛メッキ鋼管

IKK Ibu Kota Kecamatan 郡中心地

JICA JICA 国際協力事業団

Kanwil PU Kantor Wilayah Pekerjaan Umum 公共事業省地方局州事務所

OECF OECF 海外経済協力基金

P3P Proyek Peningkatan Prasarana Permukiman 居住インフラ開発プロジェクト

PDAM Perusahan Daerah Air Minum 水道公社

PLN Perusahan Listrik Negara 電力公社

RC RC 鉄筋コンクリート

Replita Rencana Pembangunan Lima Tahun 5ヶ年開発計画

Rp. Rupiah ルピア（インドネシア通貨）

uPVC uPVC 塩化ビニル管
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要約 

 

  インドネシア共和国は、1997 年のアジア経済危機以降、経済の回復と民生の安定を図る

ことが課題となっている。同国に対する我が国の援助の重点分野として、公平性の確保が挙

げられており、その中には基礎生活分野に対する支援（居住環境の整備、保健医療）及び東

部インドネシアの開発（地域間格差是正）の 2点も含まれている。 

 

  インドネシア国では、水道整備により、国民の生活居住環境の改善を図ること、特に地方

部では水道施設の整備が遅れていることから、自然河川、かんがい水路、浅井戸等から生活

用水を得ている人々が多く、水汲み労働の軽減や公衆衛生の改善が課題となっている。 

 

  インドネシア政府は、第 6次 5ヶ年開発計画（Replita VI 1994/1995 – 1998/1999）において、

生活用水の供給目標を掲げている。しかし、地方部 22,000村（人口 1,650万人）の目標のう

ち、1997年度までに 24%の地域（人口比率では 15%）を達成したにすぎず今般の経済危機

も影響し、水道整備事業が実施できない状況が続いている。この様な状況のもとで、インド

ネシア政府（公共事業省、人間居住総局）は我が国に対し、スラウェシ島 4 州において 22

ヶ所の簡易水道施設建設にかかる無償資金協力について要請を行った。 

 

  日本国政府は 22ヶ所の郡中心地（IKK: Ibu Kota Kecamatan）水供給システムを対象とし

た基本設計調査の実施を決定し、2000年 2月 13日より 4月 12日まで、基本設計現地調査

団を派遣し調査を実施した。基本設計現地調査団が帰国後、国内作業の後、2000年 9月 25

日から 10月 6日まで、基本設計概要説明調査団をインドネシア国へ派遣し、政府関係者と

協議した。 

 

  計画対象 IKKの 19ヶ所は、道路や電力の社会基盤は整備されているが、生活用水の供給

施設が無い。アンケート調査では、水道整備に対する住民の要望は強く、本プロジェクトに

対する期待は大きいものと判断された。 

 

  本プロジェクトは、スラウェシ 4州の 19ヶ所の郡レベル水供給システムを整備すること

により、地域住民に生活用水を供給することを目的とする。 

 

注）当初「公共事業省」が実施機関であったが、プロジェクト開始にあたり、インドネシア

国の中央省庁再編により、実施機関は「居住・地域開発省」に変更された。 
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  計画調査の対象 IKKは次の通りである。 

 

No. IKK名名名名 郡郡郡郡 県県県県 

南スラウェシ州 

1 Limbung Bajeng Gowa 

2 Polong Bangkeng Utara Polong Bangkeng Utara Takalar 

3 Marang Marang Pangkep 

4 Pekkae Tanete Rilau Barru 

5 Tanrutedong Dua Pitue Sidrap 

6 Belopa Belopa Luwu 

7 Pompanua Ajangale Bone 

南東スラウェシ州 

8 Punggaluku Lainea Kendari 

9 Lasusua Lasusua Kolaka 

中央スラウェシ州 

10 Binangga Marawola Donggala 

11 Tompe Tompe Donggala 

12 Sausu Sausu Donggala 

13 Tagolu Lage Poso 

14 Toili Toili Banggai 

北スラウェシ州 

15 Dumoga Dumoga Bolaang Mongondow 

16 Pinolosian Pinolosian Bolaang Mongondow 

17 Wori Wori Minahasa 

18 Kombi Kombi Minahasa 

19 Talawaan Dimembe Minahasa 
 

  本プロジェクトの基本構想は、対象 IKK 19 ヶ所において、将来 2010 年を目標年度とした

IKK の人口規模が 3,000 人から 20,000 人程度の複数村落を給水対象地域とした各戸給水及

び公共水栓による生活用水の供給システムの整備計画である。 

 

  本計画は、インドネシア政府、人間居住総局発行の水道技術計画指針及び現地調査結果を

もとに、以下の設計方針とする。 
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1) 各水道公社の技術力や財政力に適した故障の少ないシステムを採用する。 

2) 水質の変化に対応すべく余裕を持った施設容量とする。 

3) 水道システムの心臓部であるポンプ設備類や浄水施設については、信頼性の高いものを

導入する。 

4) 配水は管理が容易で維持管理費の少ない自然流下方式とする。配水池は出来るだけ近傍

の小高い丘などを利用する。適切な候補地が近くに無いサイトでは、高架式配水池を設

けることとする。 

5) 資機材については、品質や生産能力を考慮の上、出来るだけ現地調達が可能なものを利

用する。 

6) 水道施設の運転・維持管理に関し、水道公社職員の訓練を実施する。 

7) 住民の水道整備に対する認識、特に水道料金支払いへの理解を促進するため、現地 NGO

を活用して、住民の教育・啓蒙活動を実施する。 

8) 施工計画については、施設建設に係る工期（雨季の期間）、対象地域 19 ヶ所が広域にわ

たること等を勘案し、3期分けとする。 

 

  対象 IKK19 ヶ所の計画給水人口、設計水量、水源及び水道システムの概要及び期分けを

次表に示す。



No. ＩＫＫ名 計画給水人口
一日最大給
水量

期分け

（㍑／秒）

南スラウェシ州

1  Limbung 8,530 11.8 17.3 21.2 灌漑用水 取水口 ポンプ 自然流下
急速ろ過及
び

受電 第Ⅰ期

（高架式配水池） 塩素消毒

2 8,830 12.2 12.2 22.0 地下水 放射状浅井戸 ポンプ 自然流下 塩素消毒 受電 第Ⅰ期

  x 1個所 （高架式配水池）

3  Marang 8,880 12.3 12.3 22.1 湧水 取水管 ポンプ 自然流下 塩素消毒 受電 第Ⅰ期

（高架式配水池）

4  Pekkae 15,510 21.5 21.5 32.3 洞穴水 取水枠 ポンプ 自然流下 塩素消毒 受電 第Ⅰ期

（地上式配水池）

5  Tanrutedong (1) 7,980 12.0 12.0 21.6 深井戸 x 2個所 自然流下 受電

 Tanrutedong (2) 6,460 9.7 9.7 17.5 深井戸 x 1個所 （高架式配水池）

6  Belopa 11,510 15.9 15.9 23.9 地下水 深井戸 x 2個所 ポンプ 自然流下 塩素消毒 受電 第Ⅱ期

（地上式配水池）

7  Pompanua 7,860 10.9 15.9 19.6 河川水 取水口 ポンプ 自然流下
急速ろ過及
び

受電 第Ⅰ期

（高架式配水池） 塩素消毒

南東スラウェシ州

既設湧水 - 自然流下 自然流下 塩素消毒 自家発電機

8  Punggaluku 3,910 5.4 5.4 10.8 湧水 取水桝 ポンプ （高架式配水池） 第Ⅱ期

地下水 深井戸 x 1個所 ポンプ

9  Lasusua 6,660 10.0 10.0 18.0 渓流 底部取水 自然流下 自然流下 塩素消毒 不要 第Ⅱ期

（地上式配水池）

中央スラウェシ州

10  Binangga 11,210 15.5 15.5 23.3 渓流 取水槽 自然流下 自然流下 塩素消毒 不要 第Ⅲ期

（地上式配水池）

11  Tompe 3,440 4.8 4.8 9.6 湧水 蛇籠取水槽 ポンプ 自然流下 塩素消毒 受電 第Ⅲ期

（高架式配水池）

12 Sausu 4,620 7.0 10.2 14.0 河川水 取水管 ポンプ 自然流下
急速ろ過及
び

自家発電機 第Ⅲ期

（地上式配水池） 塩素消毒

13  Tagolu 4,530 6.8 6.8 13.6 洞穴水 蛇籠取水槽 自然流下 自然流下 塩素消毒 不要 第Ⅲ期

（地上式配水池）

14  Toili 11,100 15.4 22.5 23.1 河川水 集水埋渠 ポンプ 自然流下
急速ろ過及
び

自家発電機 第Ⅲ期

（地上式配水池） 塩素消毒

北スラウェシ州

15  Dumoga 8,020 11.1 11.1 20.0 渓流 底部取水 自然流下 自然流下 塩素消毒 不要 第Ⅲ期

（地上式配水池）

16  Pinolosian 1,810 2.5 2.5 6.3 湧水 蛇籠取水槽 ポンプ 自然流下 塩素消毒 自家発電機 第Ⅲ期

（高架式配水池）

17  Wori 2,290 3.2 4.7 7.0 河川水 取水口 ポンプ 自然流下
急速ろ過及
び

受電 第Ⅱ期

（地上式配水池） 塩素消毒

18  Kombi (1) 700 1.0 1.0 2.5 自然流下 受電

 Kombi (2) 1,390 1.9 1.9 4.8 （地上式配水池） 自家発電機

19  Talawaan 4,010 5.6 5.6 11.2 渓流 底部取水 ポンプ 自然流下 塩素消毒 自家発電機 第Ⅱ期

（高架式配水池）

注） 急速ろ過方式の設計水量（取水、導水、浄水）は、1日18時間運転とし、浄水ロス水量10%を見込む。

システム概要施設設計水量（㍑／秒）

IKK19個所の計画概要表

取水／送水
／浄水

配水 水源 取水法
取水～配
水池
配水池から給水区域 浄水法

Polong Bangkeng
Utrara

第Ⅱ期地下水

受電／自家発

渓流 第Ⅱ期底部取水

塩素消毒

塩素消毒ポンプ

ポンプ
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  本計画を日本の無償資金協力によって実施する場合、全体工期は実施設計を含め 47ヶ月

程度となる。本計画の実施にかかる総事業費は、24.74億円と見積られ、日本国負担は 24.11

億円、インドネシア国政府負担は 0.63億円となる。 

 

  本プロジェクトにおいては、より持続的な水道事業運営が出来るように、ソフトコンポー

ネントを導入する。広報活動等を通じて、住民の水道に対する理解を得て水道加入を促進し、

また公共水栓利用者の料金不払い等も含め維持管理上の課題を減少させるために、現地

NGO を住民とのインターフェースとして活用する。また、以下の課題が確実に実行されれ

ば、本計画はより円滑かつ効果的に実施されることになる。 

 

1) 協議事項で合意されているように、インドネシア側負担分として、(a) 各戸別給水栓の

布設費用財源の確保、(b) 水道メータから給水栓材料費財源の確保、(c) 施設用地取得

費用と用地確保、(d) 受電契約金、保証金および電力引込み費用、(e) 輸入品関税等、

その他建設に関わる全般の事務処理費用 の各項目が確実に実行されること。 

2) 水道施設完成後の施設の運営、維持管理に対する、水道公社の人員および予算を確保す

ること。 

3) 健全で持続可能な水道経営のため、原価償却費を積み立てること。 

 

  本計画の実施により、次のような効果が期待される。 

① 直接効果 

  対象 IKK19ヶ所の 2010年の総人口は約 19万人と予測され、本プロジェクトの実施によ

り、給水人口は 14万人となり、総人口の 74%の住民が水道の受益者となる。下表は第 6次

5ヶ年開発終了時の 1998年度の目標値に対する、2010年目標の本プロジェクトによる裨益

を受ける対象増加数（率）を示したものである。 

 

裨益対象 第 6次 5ヶ年 
開発目標値 

本プロジェクト 
実施による増加 

目標値に対する 
割合 

村落数 22,000 75 0.34% 

給水人口 1,650万人 14万人 0.85% 
 

② 間接効果 

  本プロジェクトの実施による水道施設の整備により、「対象地域住民に対する安全な水道

水の充分な供給により、公衆衛生の改善および女性や子供の水汲み労働の軽減」という目的
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が達成でき、ひいては、経済活動の活性化を促進することが期待できる。 

 

 対象 IKK 19ヶ所のうち、10ヶ所は州都や県都に隣接する、あるいは、比較的近い距離に

位置していることから、開発のポテンシャルは高い。 

 

 

以上 
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第１章第１章第１章第１章        要請の背景要請の背景要請の背景要請の背景

インドネシア国では、水道整備により、国民の生活居住環境の改善を図ることが重要な課

題となっている。特に地方部では水道施設の整備が遅れていることから、自然河川、かん

がい水路、浅井戸等から生活用水を得ている人々が多く、水汲み労働の軽減や公衆衛生の

改善が課題となっている。

そこで、1991 年度から 1992 年度において、我が国の無償資金協力事業「スラウェシ島地

方都市水道整備計画」が 22 ヶ所の郡中心地（IKK : Ibu Kota Kecamatan）で実施され、

大きな効果をあげてきた。

引き続きインドネシア政府は、第 6次 5ヶ年開発計画（Replita VI 1994/1995 – 1998/1999）
において、生活用水の供給目標を掲げている。しかし、地方部 22,000 村（人口 1,650 万

人）の目標のうち、1997 年度までに 24%の地域（人口比率では 15%）を達成したにすぎず

今般の経済危機も影響し、水道整備事業が実施できない状況が続いている。

この様な状況のもとで、インドネシア政府（公共事業省、人間居住総局）は我が国に対し、

さらにスラウェシ島 4 州において 93 ヶ所の簡易水道施設建設にかかる無償資金協力につ

いて要請を行った。これに対し、予備調査団が 1998 年 10 月から 11 月に渡り派遣され、

無償資金協力により施設建設を行う事が妥当と判断され、先方との協議の結果、最終的に

22 ヶ所の IKK 水供給システムの整備に関して基本設計調査を実施することとなった。

日本国政府は 22 ヶ所の IKK を対象とした基本設計調査の実施を決定し、国際協力事業団

は 2000 年 2 月 13 日より 4 月 12 日まで、基本設計現地調査団を派遣し以下の内容につい

て調査を実施した。

1) インセプション・レポートの説明、協議

2) プロジェクトの背景・目的・内容等に係る調査

3) プロジェクトと上位計画、他のドナー国・機関等の援助動向、及び我が国への要

請内容との関連に係る調査
4) 相手国のプロジェクトの実施体制・実行能力に係る調査

5) 無償資金協力の技術・経済的妥当性、効果、適切な協力範囲、規模、内容等、並

びに相手国側分担事項に係る調査

6) 無償資金協力の対象施設・機材等の基本設計調査及び概算事業費積算のための調

査
7) 水道施設計画／運営・維持管理計画

8) 管路計画
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9) 積算／調達事情調査

10) 施工計画調査

11) 無償資金協力事業の計画策定・実施上の配慮事項等に係る調査

12) プロジェクト実施における運営・維持管理体制の整備及び事業効果の発現・持続

性に係る調査

当初、インドネシア政府により要請された調査対象 IKK は南スラウェシ州 9 ヶ所、南東ス

ラウェシ州 3 ヶ所および中央スラウェシ州と北スラウェシ州それぞれ 5 ヶ所の計 22 ヶ所

であった。しかし、要請された 22 ヶ所のうち、9 ヶ所が既存水道施設の存在や現地へのア

クセス問題により、調査直前に変更の要請があった。また、現地におけるインドネシア側

との協議の結果、地下水を水源とする 2 ヶ所が除外された。2000 年 2 月 22 日の協議議事

録において記述されている「原則として地下水は利用しない」については、水中モーター

ポンプの維持管理の問題が指摘されており、地下水の利用についてではない。また都市給

水の既存施設の拡張が主目的であり、IKK 水道（小規模水道）に適さない地域 1 ヶ所の存

在などがあり、3ヶ所の調査対象 IKK の変更がなされた。

22 ヶ所の現地調査中、2 ヶ所の対象 IKK は既に他の機関により水道整備が実施中であるこ

とにより調査対象から外し、その代替対象 IKK として 1 ヶ所が選定された。また、他の 2

ヶ所の対象 IKK は水源に問題があることが判明した。調査結果を受けインドネシア側（居

住・地域開発省、地方開発総局）との協議の結果、最終の基本設計調査の対象 IKK は 19

ヶ所となることが合意された。（表 1-1 「IKK 対象地域の選定」参照）

注）当初「公共事業省」が実施機関であったが、プロジェクト開始にあたり、インドネシ

ア国の中央省庁の再編により、実施機関は「居住・地域開発省」に変更された。

最終の基本設計調査の対象 IKK は次の通りである。

No.No.No.No. IKKIKKIKKIKK 名名名名 郡郡郡郡 県県県県
南スラウェシ州
1 Limbung Bajeng Gowa
2 Polong Bangkeng Utara Polong Bangkeng Utara Takalar
3 Marang Marang Pangkep
4 Pekkae Tanete Rilau Barru
5 Tanrutedong Dua Pitue Sidrap
6 Belopa Belopa Luwu
7 Pompanua Ajangale Bone

南東スラウェシ州
8 Punggaluku Lainea Kendari
9 Lasusua Lasusua Kolaka
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No.No.No.No. IKKIKKIKKIKK 名名名名 郡郡郡郡 県県県県
中央スラウェシ州
10 Binangga Marawola Donggala
11 Tompe Tompe Donggala
12 Sausu Sausu Donggala
13 Tagolu Lage Poso
14 Toili Toili Banggai

北スラウェシ州
15 Dumoga Dumoga Bolaang Mongondow
16 Pinolosian Pinolosian Bolaang Mongondow
17 Wori Wori Minahasa
18 Kombi Kombi Minahasa
19 Talawaan Dimembe Minahasa

基本設計現地調査団が帰国後、現地調査結果概要を基に帰国報告会と基本設計方針会議を

経て、2000 年 9 月 25 日から 10 月 6 日まで基本設計概要の説明のため、ティームがインド

ネシア国へ派遣され、政府関係者と協議した結果、プロジェクト対象 IKK は上記 19 ヶ所

で了解された。



No. ＩＫＫ名称 郡 県 ＩＫＫ名称 郡 県 ＩＫＫ名称 郡 県 ＩＫＫ名称 郡 県

南スラウェシ州 南スラウェシ州 南スラウェシ州 南スラウェシ州

1 Limbung Bajeng Gowa Limbung Bajeng Gowa Limbung Bajeng Gowa Limbung Bajeng Gowa

2 Takalar Takalar Takalar Takalar

3 Marang Marang Pangkep Marang Marang Pangkep Marang Marang Pangkep Marang Marang Pangkep

4 Tanrutedong Dua Pitue Sidrap Tanrutedong Dua Pitue Sidrap Tanrutedong Dua Pitue Sidrap Tanrutedong Dua Pitue Sidrap

5 Maroangin Pamanna Wajo Jalan Sajoangin Wajo Jalan Sajoangin Wajo Jalan Sajoangin Wajo

6 Siwa Pitumpanua Wajo Pekkae Tanete Rilau Barru Pekkae Tanete Rilau Barru Pekkae Tanete Rilau Barru

7 Pompanua Ajangale Bone Pompanua Ajangale Bone Pompanua Ajangale Bone Pompanua Ajangale Bone

8 Baraka Baraka Enrekang Anggeraja Anggeraja Enrekang Anggeraja Anggeraja Enrekang Anggeraja Anggeraja Enrekang

9 Nuha Nuha Luwu Belopa Belopa Luwu Belopa Belopa Luwu Belopa Belopa Luwu

南東スラウェシ州 南東スラウェシ州 南東スラウェシ州 南東スラウェシ州

10 Poleang Timur Poleang Timur Buton Boepinang Poleang Buton Boepinang Poleang Buton Boepinang Poleang Buton

11 Lasolo Tinanggea Kendari Anggro Moare Sampara Kendari Punggaluku Lainea Kendari Punggaluku Lainea Kendari

12 Pakue Pakue Kolaka Lasusua Lasusua Kolaka Lasusua Lasusua Kolaka Lasusua Lasusua Kolaka

中央スラウェシ州 中央スラウェシ州 中央スラウェシ州 中央スラウェシ州

13 Tinombo Tinombo Donggala Tinombo Tinombo Donggala Tinombo Tinombo Donggala Tinombo Tinombo Donggala

14 Tompe Tompe Donggala Tompe Tompe Donggala Tompe Tompe Donggala Tompe Tompe Donggala

15 Toili Toili Banggai Toili Toili Banggai Toili Toili Banggai Toili Toili Banggai

16 Tagolu Lage Poso Tagolu Lage Poso Tagolu Lage Poso Tagolu Lage Poso

17 Bangkir Dampal Selatan Buoi Banawa Banawa Donggala Binangga Marawola Donggala Binangga Marawola Donggala

Toli-Toli

18 Sausu Sausu Donggala

北スラウェシ州 北スラウェシ州 北スラウェシ州 北スラウェシ州

19 Kombi Kombi Minahasa Kombi Kombi Minahasa Kombi Kombi Minahasa Kombi Kombi Minahasa

20 Wori Wori Minahasa Wori Wori Minahasa Wori Wori Minahasa Wori Wori Minahasa

21 Pinolosian Pinolosian Bolaang Pinolosian Pinolosian Bolaang Pinolosian Pinolosian Bolaang Pinolosian Pinolosian Bolaang 

Mongondow Mongondow Mongondow Mongondow

22 Boliyohuto Paguyaman Gorontalo Boliyohuto Paguyaman Gorontalo Talawaan Dimembe Minahasa Talawaan Dimembe Minahasa

23 Tamako Tamako Sangihe Dumoga Dumoga Bolaang Dumoga Dumoga Bolaang Dumoga Dumoga Bolaang 

Talaud Mongondow Mongondow Mongondow

凡例： 変更対象地域

表 1 - 1 IKK対象地域の選定

予備調査時対象地域（1998年12月） 現地調査出発前対象地域（2000年1月）

Polong Bangkeng
Utrara

Polong Bangkeng
Utrara

Polong Bangkeng
Utrara

Polong Bangkeng
Utrara

Polong Bangkeng
Utrara

Polong Bangkeng
Utrara

現地調査後対象地域（2000年4月）

（対 象 外）

（対 象 外）

（対 象 外）

現地調査開始前対象地域（2000年2月）

Polong Bangkeng
Utrara

Polong Bangkeng
Utrara

（対 象 外）
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第第第第 2222 章章章章    プロジェクトの周辺状況プロジェクトの周辺状況プロジェクトの周辺状況プロジェクトの周辺状況    

 

2.12.12.12.1    上水道分野の開発計画上水道分野の開発計画上水道分野の開発計画上水道分野の開発計画    

 

2.1.12.1.12.1.12.1.1    上位計画上位計画上位計画上位計画    

 

インドネシア国政府は「第 6 次 5 ヶ年開発計画」において、国民の生活居住環境の改善を

目標に掲げ、環境衛生を重要分野の一つと位置づけている。 

 

水道分野の基本戦略は次の通りである。 

 

1. 衛生的な清浄水（水道水）の普及・促進は、公衆衛生の改善及び人的資源の確保に必

須のものである。 

2. 水道整備事業は、長時間の過酷な水汲み労働から住民を開放し、生産活動にあてる時

間を増加する。 

3. 水道施設は、人間が生活を営む上で必須の社会基盤であり、適正な経済発展を支える

基幹施設である。 

 

水道整備事業の具体的目標として、表 2 - 1 に示す通り、22,000 村落における 1,650 万人

を対象とした地方水道施設の提供を掲げている。これにより、第 5次計画終了時に 50%であ

った地方水道の普及率を、第 6次計画終了時には 70%に向上させるとしている。 

 

表 2 – 1 「第 6次 5ヶ年開発計画」における地方水道の目標値 
 

年度 第5次
項目 93年度 94年度 95年度 96年度 97年度 98年度 目標値
村落数 14,000 4,200 4,400 4,500 4,500 4,400 22,000
給水人口 10,500,000 3,150,000 3,300,000 3,375,000 3,375,000 3,300,000 16,500,000
水道普及率 50% 70%

第6次5ヶ年開発計画

出展：人間居住総局資料 

 

しかし、計画の中期見直しによると、1994 年－1996 年の 3 年間に目標村落数の 24%、目標

給水人口の 15%を達成したにとどまっている。（表 2 - 2 参照） 
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表 2 - 2「第 6次 5ヶ年開発計画」における地方水道分野の中間評価 

 

諸元 第6次
終了時 実績値 （達成率）未達成目標

項目 目標 97年度 98年度
村落数 22,000 5,214 24% 16,786 8,393 8,393
給水人口 16,500,000 2,429,000 15% 14,071,000 7,035,000 7,035,000

見直計画値
第6次5ヶ年開発計画

94～96年度

 

出展：人間居住総局資料 

 

1999 年度から実施予定の「第 7 次 5 ヶ年開発計画（1999/2000 – 2003/2004）」は策定が遅
れており、1999 年 4月からの実施は困難な状況にあり、未だ実施されていない。    

 

2.1.22.1.22.1.22.1.2    財政事情財政事情財政事情財政事情    

    

人間居住総局の支出の推移は、表 2 – 3 に示すとおり、必ずしも実質的な増加とはなって

いない。また、開発支出は海外からの資金援助の実績に左右される面があり、しかも 1997

年後半から継続している経済危機の影響を受けて、1998 年度は減少しており開発事業の実

施に支障が出ている。 

    

表 2 – 3 人間居住総局の支出推移 
    

（単位：千ルピア） 

年度 1994 1995 1996 1997 1998
一般支出 9,691,953 11,813,895 13,461,941 17,852,450 20,353,265
（増加率） 21.9% 14.0% 32.6% 14.0%
開発支出 1,362,017,093 1,132,249,755 1,170,092,133 1,303,108,423 614,034,309
（増加率） -16.9% 3.3% 11.4% -52.9%     

出展：人間居住総局資料 

    

また、現在同国において供与されている世銀の構造調整融資には、政策改革支援や社会保

障プログラムといった分野に対するものがある。給水セクターに関するものは行なわれて

いないが、関連セクターに対するものとして、水資源構造調整融資（3 億米ドル）があり、
これは以下の 4点を目標としたものである。 
1） 国家計画、組織、規制などの改善による、環境及び社会的に持続的な水資源の開発及び
管理 

2） 河川管理の組織及び規制の枠組みの強化 
3） 水質汚染の防止及び、地域毎の水質管理を行なう組織、及びその実施手法の設立 
4） 農民団体の参加を含む組織の設立による、効率的及び持続的な灌漑システムの改善 
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なおインドネシア国の社会・経済事情については｛資料｝4を参照すること。 

 

    

2.22.22.22.2    他の援助国、国際機関等の計画他の援助国、国際機関等の計画他の援助国、国際機関等の計画他の援助国、国際機関等の計画    

    

地方水道に対する援助としては、世界銀行の融資により、スラウェシ 4州の市（Kotamadya）

を対象とした水道整備事業が 1996 年（または 1997 年）から実施されており、2001 年に終

了する予定である。今後はドイツの KFW が南スラウェシ州、南東スラウェシ州および北ス

ラウェシ州において、市を対象とした簡易浄水漕の改修・拡張事業を 2000/2001 年に実施

する予定である。また、アメリカの USAID は北スラウェシ州及び中央スラウェシ州におい

て、市を対象とした配管整備を 1999/2000 年に実施する予定である。 

    

    

2.32.32.32.3    我が国の援助実施状況我が国の援助実施状況我が国の援助実施状況我が国の援助実施状況    

    

貿易など密接な相互依存関係を有するインドネシア国は、我が国にとって援助対象国とし

て重要な位置を占めている。近年の同国に対する援助としては、経済的困難の回復に向け

た努力の支援、社会的弱者支援、失業者対策支援を大きな柱として円借款や米の支援など

を行なっている。過去における、我が国から当該セクターに関連する計画に係る援助は以

下のとおりである。 

 

1) 技術協力 

水道・環境衛生訓練センター（1991.4～1997.9） 

1990 年 3月に無償資金協力により完成した同センターにおいて、上級訓練コースの実

施にかかわる人材の育成を図ると共に、必要な教材の開発を支援する。さらに、プロ

ジェクト終了時,インドネシア側独自で同コースの運営、管理ができる能力を付与する

もの。 

2)   無償資金協力 

   スラウェシ島地方都市水道整備計画（1991～1992  21.38 億円） 

   水道・環境衛生訓練センター建設計画（1988  11.14 億円） 

    

    

2.42.42.42.4    プロジェクト・サイトの状況プロジェクト・サイトの状況プロジェクト・サイトの状況プロジェクト・サイトの状況    

    

2.4.12.4.12.4.12.4.1    自然条件自然条件自然条件自然条件    
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1)1)1)1)    気象気象気象気象 

    

スラウェシ島の大部分は熱帯雨林気候に属し、南スラウェシ州の南部や南東スラウェシ州

の南部には強い乾季がある。これはこの時期にオーストラリア高気圧が張出してくること

による。中央スラウェシ州では降雨量の分布は地域的であり、場所により異なる。これは

この州が地形的に東西および南北に長く、また山脈が存在していることによる。降雨量の

季節変化は顕著ではないが、短期間の弱い乾季はみられる。スラウェシ島では気温の年較

差はほとんどないが、気温は高度によって変化する。下に対象 IKK地域の気象についてま
とめた。 
 
表 2 – 4  対象 IKK 地域の気象 
 

乾季（平年） No. 
 
 

IKK 名称 
 

年降水量 
(mm/year) 

 

年平均気温 
(℃) 
 

期間 
 

月平均降水量 
(mm/month) 

近傍の 
測候所 
所在地 

南スラウェシ州 
1 Limbung 2,567 27.1 ５月‐１０月 36.3 Limbung 
2 P. B. Utara 2,683 27.1 ５月‐１０月 51.8 Takalar 
3 Ma’rang 2,878 26.1 ５月‐１０月 48.0 Ma'rang 
4 Pekkae 2,369 26.1 ５月‐１０月 55.7 Tanete Rilau 
5 Tanrutedong 1,724 26.1 ８月‐２月 86.1 Tanrutedong 
6 Belopa 2,091 26.1 ９月‐２月 114.3 Belopa 
7 Pompanua 1,985 26.1 ８月‐２月 100.3 Doping 
南東スラウェシ州 
8 Punggaluku 1,789 26.3 ７月‐１１月 79.6 Punggaluku 
9 Lasusua 3,260 26.3 ７月‐１１月 142.5 Lasusua 
中央スラウェシ州 
10 Binangga 1,210 27.4 １２月‐３月 79.8 Kalawara 
11 Tompe 2,103 25.4 ７月‐１０月 106.4 Lambunu 
12 Sausu 786 25.4 ８月‐９月 43.9 Tolae 
13 Tagolu 4,053 25.9 7 月‐１１月 221.2 Mayoa 
14 Toili 1,839 27.3 9 月‐４月 153.3 Singkoyo 
北スラウェシ州 
15 Dumoga 2,588 26.7 ９月‐４月 160.2 Dumoga 
16 Pinolosian 2,588 26.7 ９月‐４月 160.2 Dumoga 
17 Wori 3,002 26.7 ７月‐１０月 154.3 Talawaan 
18 Kombi 1,815 22.3 ７月‐１０月 103.4 Kombi 
19 Talawaan 3,002 22.3 ７月‐１０月 154.3 Talawaan 

注）  年降水量は各月平均降水量の和である。年平均気温は各月平均気温の平均値である。 
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2)2)2)2)    地形・地質地形・地質地形・地質地形・地質 

    

スラウェシ島は現在でも地殻運動が活発な地域であり、火山活動や地震が時折発生してい

る。地殻運動の中心となっているのは北スラウェシ海溝から南北に伸びた大断層（主要地

質構造線）であり、この断層は北スラウェシから南東スラウェシを縦断しスラウェシ島を

２分し、スラウェシ島全体を変形させている。 
 
スラウェシ島の基盤岩は中古生代の変成岩、第三紀の花崗岩、中世代の超塩基性岩、第三

紀～第四紀の火山岩であり、地域ごとに変化に富んでおり、これらの岩体がスラウェシ島

の山地部を構成している。またこれらの基盤岩を被って各種の堆積岩が山麓～海岸部に分

布している。とりわけ山麓部を形成する第三紀層や海岸部のサンゴ石灰岩層は多くの地域

に分布している。スラウェシ島の各州ごとに地質の枠組みを構成している代表的な岩体（基

盤岩）は以下のとおりである。 
 
表 2 – 5 スラウェシ州の基盤岩 
    

州 基盤岩 
南スラウェシ州 南部の山地部は第三紀の火山岩類で形成され、その周辺の丘陵部は第

三紀の堆積岩類（砂岩、泥岩、石灰岩等）で形成されている。 
南東スラウェシ州 大部分の地域で基盤岩は変成岩類からなる。 
中央スラウェシ州 州の東部半分には基盤岩として超塩基性の岩体が分布し、西部半分に

は変成岩類と花崗岩類が分布している。 
北スラウェシ州 ほぼ全域が火山岩類で構成されている。北端のメナド周辺には休火山

も存在し、火山地形が明瞭である。 
 
スラウェシ島の輪郭はアルファベットの K の文字に似た特異な形態をしており、海岸線の
延長に比べ面積は小さく、したがって個々の流域の面積も小さい。とりわけ北スラウェシ

州は細長い半島に位置し個々の流域面積は小さい。そのため河川からの流出量は小さくま

た降雨後の流出時間も短い。しかし豊富な年間降雨量と年間を通じて降雨に恵まれている

ため少流域でも枯れない河川が多い。また、スラウェシ島には地下水の優れた帯水層が各

所に存在している。例えば、海岸地帯の沖積平野、また石灰岩地帯や火山岩地帯は帯水層

として有望であるとともに、地殻運動が盛んなスラウェシ島に縦横に発達した断層は岩盤

内に有望な帯水層を形成している。この様な帯水層から湧出した豊富な地下水が河川に流

れ込むため、乾季においても枯れない河川が多い。    

    

2.4.22.4.22.4.22.4.2    社会基盤整備状況社会基盤整備状況社会基盤整備状況社会基盤整備状況    

 

各プロジェクトサイトにおける社会基盤整備状況は次のとおりである。 
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1)1)1)1)    IKK LimbungIKK LimbungIKK LimbungIKK Limbung    

 

IKK Limbung は南スラウェシ州の州都 Makassar から南へ約 20 km、幹線道路沿いに位置し、

Gowa 県 Bajeng 郡に属している。計画給水地域は Limbung と Kalebajen の 2 つの村を対象

とする。2村の 1998 年行政人口は 11,836 人で林業が主で、他は商業および農業に従事して

いる。主要道路は舗装され、PLN による電力供給および TELECOM による通信設備が充実して

いる。生活用水は、浅井戸が主で、湧水やかんがい用水も利用している。 

 

2)2)2)2)    Polong Bankeng UtaraPolong Bankeng UtaraPolong Bankeng UtaraPolong Bankeng Utara    

    

IKK Polong Bangkeng Utara は州都 Makassar から約 30 km の距離にあり、IKK Limbung か

ら、さらに南に位置している。Takalar 県 Polong Bankeng Utara 郡に属している。計画給

水地域は Mattompodalle、 Malewang、 Palleko および Pa’rappunganta の 4つの村を対象と
する。4村の 1998 年行政人口は 11,416 人で、農業が中心の地域である。主要道路は舗装さ

れ、電気は整備されている。生活水は浅井戸が主である。 

    

3)3)3)3)    MarangMarangMarangMarang    

 
IKK Marang は南スラウェシ州の州都 Makassar から北へ約 65 km、幹線道路沿いに位置し、

Pangkep県Marang郡に属している。計画給水地域はBonto-Bonto、 PitusungguおよびTalaka

の 3つの村を対象とする。3村の 1998 年行政人口は 10,375 人で漁業と農業が中心の地域で

ある。主要道路は舗装され、電気は整備されている。生活水は浅井戸が主で、水売りから

の購入もある。 

 
4)4)4)4)    PekkaePekkaePekkaePekkae    

    

IKK Pekkae は南スラウェシ州の州都 Makassar から北へ約 95 km、IKK Marang より、さらに

北に位置している。Barru 県 Tanete Rilau 郡に属している。計画給水地域は Tanete、 

Tellumpanua、 Pao-Pao、 Lalolang、Lompo Tengah および Lempanng の 6つの村を対象とす

る。6 村の 1998 年行政人口は 18,465 人で農業が中心の地域である。主要道路は舗装され、

電気も整備されている。生活水は浅井戸が主である。 

    

5)5)5)5)    TanrutedongTanrutedongTanrutedongTanrutedong    
    
IKK Tanrutedong は南スラウェシ州の州都 Makassar から Pare Pare 市（Makassar から北へ
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約 155 km）を経て、同市から西へ約 60 km に位置している。Sidrap 県 Dua Pitue 郡に属し

ている。計画給水地域は Sallobukkang、 Kalosi、 Tanrutedong および Salomallori の 4

つの村を対象とする。4村の 1997 年行政人口は 16,546 人で、農業および商業が中心の地域

である。主要道路は舗装され、電気も整備されている。生活水はほとんどが浅井戸を使用

している。 

    
6)6)6)6)    BelopaBelopaBelopaBelopa    

    

IKK Belopa は南スラウェシ州の州都 Makassar から Pare Pare 市を経て、同市から東北へ約

170 km 離れている。Luwu 県 Belopa 郡に属している。計画給水地域は Lamunre、 Balo-Balo、 

Pamannu、 Senga および Belopa の 5つの村を対象とする。5村の 1998 年行政人口は 13,084

人で、農業および商業が中心の地域である。主要道路は舗装され、電気も整備されている。

生活水はほとんどが浅井戸を使用している。 

    

7)7)7)7)    PompanuaPompanuaPompanuaPompanua    

    

IKK Pompanua は南スラウェシ州の州都 Makassar から東北へ約 170 km に位置し、Bone 県

Ajangale 郡に属している。計画給水地域は Salewangeng および Pompanua の 2つの村を対象

とする。2 村の 1998 年行政人口は 8,233 人で農業が中心の地域である。主要道路は舗装さ

れ、電気も整備されている。生活水は河川を使用している人が多い。 

    

8)8)8)8)    PunggalukuPunggalukuPunggalukuPunggaluku    

    

IKK Punggaluku は南東スラウェシ州の州都 Kendari から南へ約 70 km に位置し、Kendari

県 Lainea 郡に属している。計画給水地域は Aepodu、 Ranbu-Rambu、 Ambakmina、 Lebepako、 

Ombu-Ombu Jaya および Lamong Jaya の 6 つの村を対象とする。 6 村の 1998 年行政人口は

4,855 人で農業が中心の地域である。主要道路は舗装され、電気も供給されているが通電事

情は悪い。生活水は主に浅井戸を使用している。 

    

9)9)9)9)    LasusuaLasusuaLasusuaLasusua    

    

IKK Lasusua は南東スラウェシ州の州都 Kendari から Kolaka 県の県都 Kolaka まで西へ約

180 km、さらに Kolaka から北へ約 110 km に位置し、Kolaka 県 Lasusua 郡に属している。

計画給水地域は Ponggiha、 Lasusua、 Tojabi、 Rante Limbong、 Pitulua および Watuliwu

の 6 つの村を対象とする。 6 村の 1998 年行政人口は 8,371 人で農業が中心の地域である。

主要道路は舗装され、電気（発電機）も供給されている。生活水は浅井戸や河川を使用し
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ている。 

    

10)10)10)10)    BinanggaBinanggaBinanggaBinangga    

 

IKK Binangga は中央スラウェシ州の州都 Palu に隣接し、Palu から南へ約 10 km に位置し

Donggala 県 Marawola 郡と Dolo 郡に属している。計画給水地域は Beka、 Bomba、 Sibedi、 

Padende、 Binangga、 Rarampadende、 Sibonu、 Pewunu、 Kaleke および Balumpea の 10

の村を対象とする。10 村の 1998 年行政人口は 13,875 人で農業が中心の地域である。主要

道路は舗装されており、電気は整備されている。水使用の現状は、井戸水使用が大部分を

占めている。 

 

11)11)11)11)    TompeTompeTompeTompe    

    

IKK Tompe は中央スラウェシ州の州都 Palu から北へ約 90 km、マカサル海峡に面している。

Donggala 県 Tompe 郡に属している。計画給水地域は Tompe および Sibado の 2つの村を対象

とする。2 村の 1997 年行政人口は 3,654 人で農業が中心の地域である。主要道路は舗装さ

れており、電気も供給されている。水の使用は主に井戸であり、一部河川や湧水を使用し

ている。 

    

12)12)12)12)    SausuSausuSausuSausu    

    

IKK Sausu は中央スラウェシ州の州都 Palu から東へ約 125 km、幹線道路沿いに位置しトミ

ニ湾に面している。Donggala 県 Sausu 郡に属している。計画給水地域は Sausu Trans およ

び Sausu Torono の 2つの村を対象とする。2村の 1998 年行政人口は 5,664 人で農業が中心

の地域である。主要道路はほとんど舗装されており、電気も供給されているが通電事情は

悪い。水の使用は主に井戸であり、一部灌漑用水を使用している。 
    

13)13)13)13)    TagoluTagoluTagoluTagolu    

 

IKK Tagolu は中央スラウェシ州の州都 Palu から南東へ約 180 km の距離がある。 Poso 県

Lage 郡に属し、Poso 県の県都 Poso の南に隣接する郡である。計画給水地域は Maliwuko、 

Tagolu、 Sintulemba、 Tambaro、 Watuawu および Pandiri の 6つの村を対象とする。6村

の 1998 年行政人口は 6,134 人で農業が中心の地域である。Makassar へ通ずる幹線道路沿い

の郡で、舗装道路、PLN からの電力供給、TELECOM による通信設備が充実している。水使用

の現状は Poso 川からの水汲みが大部分で、他は浅井戸および山間からの湧水を利用してい

る。 
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14)14)14)14)    ToiliToiliToiliToili    

 

IKK Toili は Banggai 県 Toili 郡に属している。中央スラウェシ州の州都 Palu から Banggai

県の県都の Luwuk までは東へ約 600 km の距離があり、 Luwuk から南西へ約 100 km 離れて

いる。計画給水地域は Cendanapura、 Singkoyo、 Tirtasari、 Tirtakencana および

Rusakencana の 5 つの村を対象とする。 5 村の 1998 年行政人口は 14,602 人で、移住政策

によりインドネシア各地からの移住者が主として農業に従事している比較的新しい開発地

域である。主要道路は舗装されており、PLN による電力供給はなされているが通電事情は悪

い。主に浅井戸や河川水を使用している。 

 

15)15)15)15)    DumogaDumogaDumogaDumoga    

    

IKK Dumoga は Bolaang Mongondow 県 Dumoga 郡に属している。北スラウェシ州の州都 Manado

から Bolaang Mongondow 県の県都の Kotamobagu までは南西へ約 200 km の距離があり、さ

らにKotamobagu からIKK Dumogaまでは西へ約50 km離れている。計画給水地域はIbolian、 

Werdhiagung、 Tonom および Kinomaligan の 4つの村を対象とする。 4村の 1998 年行政人

口は 8,501 人で、移住政策、特にバリ島からの移住者が主として農業に従事している地域

である。主要道路は舗装されており、PLN による電力供給が整備されている。水使用につい

てはほとんどが井戸を使用している。 

 

16161616))))    PinolosianPinolosianPinolosianPinolosian    

    

IKK PinolosianはIKK Dumogaからさらに南へ約60 km離れ、マルク海に面している。 Bolaang 

Mongondow 県 Pinolosian 郡に属している。計画給水地域は Nunuk および Linawan の 2 つの

村を対象とする。 2 村の 1998 年行政人口は 2,478 人で、ほとんどの住民が農業に従事し、

一部が漁業に従事している。Dumoga から Pinolosian までは一部、舗装が壊れているが、IKK 

Pinolosian 内の主要道路は舗装されており、PLN が電力を供給している。井戸を主に使用、

一部洗濯や水浴に川を使用している。 

 

17)17)17)17)    WoriWoriWoriWori    

 

IKK Wori は Minahasa 県 Wori 郡に属している。北スラウェシ州の州都 Manado から北へ約

15 km に位置し、北部海岸に面している。計画給水地域は Wori および Tiwoho の 2つの村を

対象とする。 2村の 1998 年行政人口は 2,785 人である。他の IKK と同様、主要道路は舗装

され、PLN から電力の供給が行われている。農業（椰子栽培）や漁業に従事し、浅井戸を使
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用している。 

 

18)18)18)18)    KombiKombiKombiKombi    

 

IKK Kombi は Minahasa 県 Kombi 郡に属している。北スラウェシ州の州都 Manado から南へ約

50 km に位置する急傾斜の谷あいの地域である。計画給水地域は Ranowangko2、 Lalumpe お

よび Tulap の 3つの村を対象とする。 3村の 1998 年行政人口は 2,987 人で農業が中心の地

域である。道路は狭いが主要道路は舗装されており、PLN による電力供給が行われているが

必ずしも通電事情は良くない。住民は主に農業（けしの栽培）に従事し、沢水を使用して

いる。 

 

19)19)19)19)    TalawaanTalawaanTalawaanTalawaan    

 

IKK Talawaan は Minahasa 県 Dimembe 郡に属している。北スラウェシ州の州都 Manado から

は東へ約 20 km の距離があり、Manado 空港の東側の平坦地に位置する。計画給水地域は

Talawaan、 Kolongan および Mapanget の 3 つの村を対象とする。 3 村の 1998 年行政人口

は 5,268 人で農業従事者（椰子栽培）がほとんどで商業もわずかにある。村落内の主要道

路は舗装され、PLN による電力供給が行われているが通電事情は良くない。浅井戸を主に使

用している。 

 

    

2.52.52.52.5    環境への影響環境への影響環境への影響環境への影響    

    

1) 建設時の工事による影響 
 
各対象 IKK19ヶ所における水道施設建設による環境への影響は、配水管の布設が主工事で
あり、少ないものと考える。ただし河川や渓流の取水施設工事により、一時、原水の濁度

が上昇するが、下流での利用者の不便を極力少なくするように配慮しなければならない。

また、浄水場が 5 ヶ所計画されているが、住民の居住地区から距離が離れており、住民へ
の影響は少ない。水道施設建設による危険、土壌侵食、大気汚染あるいは騒音・振動は少

ないものと判断される。 
 
2) 浄水場運転に関わる影響 
 
浄水場を計画している IKKでは、沈でん池からの沈でん排泥（スラッジ）が排出されるが、
計画給水量は河川流量に比し 1%以下と極めて少ない量であり、また無機質汚泥であり河川
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に放流しても問題はない。 
 
3) 生活排水増加による影響 
 
公共水栓や各戸別給水栓が整備され生活用水の増大により、家庭排水の量が増えることに

なるが、IKK対象地域は人口密度が低く、一人一日当りの水消費も公共栓で 30 ﾘｯﾄﾙおよび
各戸別給水栓で 100 ﾘｯﾄﾙと都市部より低く設定されていることから、現在住民が使用して
いるオンサイト処理・処分（戸別処理）いわゆる汚水ピットでも排水に対応出来ると考え

る。ただし、将来は各対象 IKKで市街化する速度により、家庭排水の処理を検討する必要
がある。 
    



 

 

第３章第３章第３章第３章    プロジェクトの内容プロジェクトの内容プロジェクトの内容プロジェクトの内容    
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第第第第 3333 章章章章    プロジェクトの内容プロジェクトの内容プロジェクトの内容プロジェクトの内容    

    

3.13.13.13.1    プロジェクトの目的プロジェクトの目的プロジェクトの目的プロジェクトの目的    

    

インドネシア国政府は、第 6次 5ヶ年開発計画（Replita VI 1994/1995 － 1998/1999）に

おいて、生活用水の更なる普及による地域住民の保健衛生や居住環境の向上を上位目標と

している。本プロジェクトは、同国政府の要請に基づき、開発重点地域である東部地域の

うち、４州からなるスラウェシ島の南スラウェシ州、北スラウェシ州、中央スラウェシ州

および南東スラウェシ州における郡中心地（IKK: Ibu Kota Kecamatan）19 ヶ所を対象に取

水施設、導水施設、浄水施設、送水施設、配水施設および公共水栓からなる水道施設を整

備し、対象地域住民に対する安全な水道水の充分な供給により、公衆衛生の改善および女

性や子供の水汲み労働の軽減を目的とするものである。 

 

3.23.23.23.2    プロジェクトの基本構想プロジェクトの基本構想プロジェクトの基本構想プロジェクトの基本構想    

 

上述したように、公共事業省、人間居住総局は、地方住民の公衆衛生の改善や居住環境の

向上を目的として、当初 93 ヶ所の IKK 水道整備を計画していたが、下記の選定基準にした

がい、さらに 22 ヶ所に絞り込みを行った。その選定基準とは、 

(1) 水源が容易に確保できること 

(2) 水質が良好であること 

(3) 配水が自然流下で行えること 

(4) 開発ポテンシャルが高いところ 

であった。 

 

現地では上記を念頭に置き、基本設計の調査を実施した。 

 

要請された 22 ヶ所の IKK 対象地域のうち、2 ヶ所の対象 IKK、南東スラウェシ州の IKK 

Boepinang と中央スラウェシ州の IKK Tinombo、は他の機関（ドイツの NGO と OECF のセク

ターローン）により水道整備が実施中であり調査対象から外し、その代替として中央スラ

ウェシ州の IKK Sausu が選定された。 

 

また、水源に問題がある 2 ヶ所の対象 IKK があった。南東スラウェシ州の IKK Anggereja

は有望な水源候補である湧水が灌漑に利用されており、水道水源としての使用は村民から

強く反対され、測量の実施が困難であった。他に適当な水源は無かった。さらに南スラウ

ェシ州の IKK Jalan は、水源候補の湧水は揚水試験の結果、湧水量が少なく（約 1 ﾘｯﾄﾙ／

秒）、水道水源としては不適切であることが判明し、他に水源候補が無い状況により、調査
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対象から除外された。 

 

現地調査結果によると、取水から配水までを自然流下で出来る IKK は限られており、ポン

プを使用する IKK が多くなったが、これらの IKK は他に適当な代替水源が無く、ポンプの

使用もやむをえないものと判断された。2000 年 2月 22 日の協議議事録において記述されて

いる「原則として地下水は利用しない」については、水中モーターポンプの維持管理の問

題が指摘されており、地下水の利用についてではない。従って、近くに代替水源が無い IKK

では、通常のポンプを利用出来、地下水位が保てる井戸については、これを安価で比較的、

維持管理のし易い施設として採用することとした。 

 

これらの調査結果を受けインドネシア側（居住・地域開発省、地方開発総局）との合意（2000

年 4月 11 日協議議事録参照）のもと、水道整備計画（取水、導水、浄水、送水、配水及び

給水計画）が実施される基本設計調査対象は 19ヶ所となった。 

 

対象 IKK 19 ヶ所のうち、10 ヶ所は州都や県都に隣接する、あるいは、比較的近い距離に位

置している（南スラウェシ州では Limbung、Polong Bangkeng Utara、Marang および Pekkae、

南東スラウェシ州は Punggaluku、中央スラウェシ州は Binangga、Tagolu、北スラウェシ州

は Wori、Kombi、Talawaan）ことから、開発のポテンシャルは高い。 

 

基本設計調査対象 IKK の 19 ヶ所は、道路や電力の社会基盤は整備されているが、生活用水

の供給施設が無い。アンケート調査では、水道整備に対する住民の要望は強く、本プロジ

ェクトに対する期待は大きいものと判断された。 

 

以上により、本プロジェクトの基本構想は、対象 IKK 19 ヶ所において、将来 2010 年を目

標年度とした IKK の人口が 3,000 人から 20,000 人の範囲に入る複数村落を給水対象地域と

した水道整備計画を立案し、実施、提供しようとするものである。 

    

    

3.33.33.33.3    基基基基本設計本設計本設計本設計    

    

3.3.13.3.13.3.13.3.1    設計方針設計方針設計方針設計方針    

 

基本設計の設計方針は、人間居住総局発行の「水道技術計画指針、Petunjuk Perencanaan 

Teknis Air Bersi, November 1994」（以下、“IKK 指針”と記述）及び現地調査結果を基に、

以下の設計方針とする。なお、表 3 - 1 に「設計条件の検討内容及び結果」を示す。
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表表表表 3  3  3  3 ---- 1  1  1  1 設計条件の検討内容及び結果設計条件の検討内容及び結果設計条件の検討内容及び結果設計条件の検討内容及び結果    
 
人間居住総局（Cipta Karya） IKK 指針 設計条件の検討内容及び結果 

 

Cipta Karya の IKK 指針によりそれぞれ 100 

l/c/d と 30 l/c/d を使用する。旧指針はそれぞ

れ 90 l/c/d と 30 l/c/d であり戸別給水原単位

は 10 l/c/d の増加である。  

 

Cipta KaryaのIKK指針により生活用水量の10%

を使用する。数例の IKK ｻｲﾄで検討した結果 10%

が妥当であった。 

 

 

 

Cipta Karya の IKK 指針により無効率は 20%と

する。 

 

Cipta Karya の IKK 指針により計画一日最大給

水量は計画一日平均給水量の 1.1 倍とする。 

 

 

Cipta Karya の IKK 指針によれば時間最大給水

量は日最大給水量の時間当り水量の1.5倍とし

ている。時間最大給水量は給水人口や給水区域

の性格により変わるが、IKK ｻｲﾄは生活用水が大

部分であり、また給水人口が約 2,000 人から

15,000 人の範囲であることから、日本の例を参

考にすると 1.5 倍より大きくなる。従って、日

本の簡易水道施設設計指針を参考として時間

係数を以下のように決定する。 

     給水人口         時間係数 

 

1．生活用水 

① 戸別給水原単位：100 l/c/d 

② 公共給水原単位： 30 l/c/d 

 

 

2．非生活用水：生活用水量の 10% - 20% 

 

 

 

 

 

3．無効率：20% 

 

 

4．日最大係数：日平均の 1.1 倍 

 

 

 

5．時間係数：日最大の 1.5 倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．戸別給水栓１栓当たりの人数：10 人 

 

 

 2,000 以下             2.5 

 2,000 –  3,000         2.2 
 3,000 –  5,000         2.0 
 5,000 – 10,000         1.8 
10,000 以上             1.5 

 

Cipta Karya の IKK 指針の内、下記に述べるよ

うに各 IKK ｻｲﾄにおける戸別給水栓と公共栓の

配分比に応じて決定する。 

現地調査の結果、戸別給水栓 1栓当たり 4人か

ら 7人程度となる。 
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人間居住総局（Cipta Karya） IKK 指針 設計条件の検討内容及び結果 

 

7．公共栓１栓当たりの人数：200 人 

 

 

 

 

 

 

8．配水管での有効水頭：10 m 

   給水管分岐点：5 m 

 

 

9．戸別給水栓と公共栓の配分比：70 : 30 

 

 

10．給水普及率：70% 

 

 

 

111． 配水池容量：日最大給水量の時間当り水量

の 4.8 時間分 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．運転時間：24 時間 

 

 

 

13．施設・設備予備率：ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝは記述無し。 

 

 

 

 

 

 

 

Cipta Karya の IKK 指針の内、下記に述べるよ

うに各 IKK ｻｲﾄにおける戸別給水栓と公共栓の

配分比に応じて決定する。 

PDAM からの聞き取り及び現地調査の結果から

公共栓 1栓当たり 10 戸数程度とする。 

 

 

Cipta Karya の IKK 指針のとおり有効水頭は配

水本管末端で 10 m 及び 給水管分岐点で 5 m を

確保する。 

 

各 IKK ｻｲﾄの状況に応じ 70 : 30 及び 80 : 20

の配分比とする。 

 

給水普及率は各 IKK ｻｲﾄの所得水準や代替水源

（浅井戸）の利用可能性等を考慮して 70%から

90%の範囲とする。 

 

配水池容量は生活様式及び給水人口規模を基

にした時間係数をﾋﾟｰｸに時間的変化を想定し

た図により、日最大給水量の時間当り水量の

5.0 から 6.5 時間分の有効容量とする。 

    給水人口         有効容量（時間） 

   2,000 以下             6.5 

   2,000 –  5,000         6.0 
   5,000 – 10,000         5.5 
  10,000 以上             5.0 

 

浄水場は 18 時間運転（5時から 23 時）とし、

自然流下方式や井戸は運転管理の容易性を考

慮し 24 時間運転とする。 

 

ﾎﾟﾝﾌﾟ、自家用発電機及び塩素注入装置等は保

守監理及び修理を考慮し 100%の予備率とする。

急速ろ過池等の浄水処理施設は予備を設けな

いが維持管理のため2系統の施設及び配置とす

る。 
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1) 各水道公社の技術力や財政力に適した故障の少ないシステムを採用する。

2) 水質の変化に対応すべく余裕を持った施設容量とする。

3) 水道システムの心臓部であるポンプ設備類や浄水施設については、信頼性の高いもの

を導入する。

4) 配水は管理が容易で維持管理費の少ない自然流下方式とする。配水池は出来るだけ近

傍の小高い丘などを利用する。適切な候補地が近くに無いサイトでは、高架式配水池

を設けることとする。

5) 資機材については、品質や生産能力を考慮の上、出来るだけ現地調達が可能なものを

利用する。

6) 水道施設の運転・維持管理に関し、水道公社職員の訓練を実施する。

7) 住民の水道整備に対する認識、特に水道料金支払いへの理解を促進するため、現地 NGO

を活用して、住民の教育・啓蒙活動を実施する。

8) 各戸給水栓は、需要者である住民の負担額を減らし、無償資金協力の速やかなる効果

発現のために、各戸給水栓の資機材調達の一部を日本側負担として計画する。

9) 施工計画については、施設建設に係る工期（雨季の期間）、対象地域 19 ヶ所が広域に

わたること等を勘案し、3期分けとする。

3.3.23.3.23.3.23.3.2 基本計画基本計画基本計画基本計画

1) 給水地域、給水人口、給水量

現地調査では、給水地域の設定や水需要の算定のため、対象 IKK の郡長（Camat）に会見

し、給水対象となる村落（Desa）についての要望を聞くとともに、地域の社会経済状況調

査、住民の水使用状況、水道への住民の要望、水道料金に対する支払い意志、所得レベル

等の調査を実施した。

対象 IKK 給水地域は、公共事業省、人間居住総局発行の「水道技術計画指針、Petunjuk

Perencanaan Teknis Air Bersi, November 1994」に規定のある Ibu Kota Kecamatan の人

口が 3,000 人から 20,000 人の範囲に入る複数（2 村から 10 村）の村落を給水対象地域と

した。

計画目標年度は 10 年後の 2010 年を目標とし、人口のトレンドを推定して算出した。本計

画の 19 対象 IKK において、2010 年人口で 19 対象 IKK 全体の総人口は 186,180 人、１ヶ所

の IKK 当り平均 9,800 人となった。給水人口は、各戸給水栓利用者と公共栓利用者に分類

され、それぞれの給水率は、現在の PDAM が設定する水道料金と支払能力とを検討し、IKK

指針なども参照した上で算出した。

給水人口は各対象 IKK ごとの平均収入やアンケート調査による水道料金支払い意志および
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代替水源（地下水が豊富で個人で浅井戸の利用が可能）の可能性を調査、評価し、70%から

90%の範囲とした。19 対象 IKK 全体の総給水人口は 139,250 人、平均 IKK 当り約 7,300 人と

なった。 

 

生活用水の水使用量は、将来給水人口と二つに分類された利用者の消費原単位をもとに計

算した。消費原単位は、IKK 指針に基づき各戸給水栓は一人 1 日当たり 100 ﾘｯﾄﾙ、公共栓

は一人 1 日当たり 30 ﾘｯﾄﾙとした。また、IKK 指針とサイトの社会状況に基づき、非生活用

水の水需要を生活用水需要の 10％とした。各 IKK の一日平均水需要は、20％の無収水率を

考慮に入れて予測した。 

 

水需要は季節によって異なるが、一日最大給水量は IKK 指針をもとに、日平均需要に 1.1

を乗じたものとした。その結果、一日最大給水量は19対象IKK全体で196.5 ﾘｯﾄﾙ／秒、17,000 

m3／日、平均 IKK 当り 10.3 ﾘｯﾄﾙ／秒、900 m3／日となる。 

 

表 3 - 2 に「人口、給水人口及び給水量一覧」を示す。 

 

2) 水源 

 

当初、インドネシア側から水源の候補として挙げられたのは、22 対象 IKK に対して、湧水

７個所、渓流水７個所、河川水 7個所および灌漑用水１個所であった。 

 

現地調査で、上記水源の水量及び水質を確認した。その結果、湧水量が少ない所、また、

水量が豊富な湧水があるにも関わらず、給水地区から遠い河川が候補に挙げられており不

経済であること等の理由により、いくつかの水源の変更を余儀なくされた。最終的に 19対

象 IKK に対して、湧水 5 個所、地下水 4 個所、洞穴水 2 個所、渓流水 6 個所、河川水 4 個

所および灌漑用水１個所を選定した。表 3 - 3 「水源総括表」に示すように、2ヶ所の IKK、

Punggaluku 及び Kombi は、複数の水源を持つ。渓流、河川及び湧水は現地で流量観測を実

施した。また、既存井戸の使用が可能な場所では、ポンプテストを実施した。井戸の設計

における適正揚水量は、井戸予定位置での帯水層の性状を基に計算された。帯水層の性状

は、付近の井戸の柱状図や、地耐力を得るために本調査で実施した貫入試験により得た。 

 

地下水位が高い場所（地表面から約１ｍ下に地下水位があり、通常のうず巻きポンプの使

用が可能）で、他に代替水源がない所では、地下水を水源として選定した。
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に
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。
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基
底
流
量
／
湧
出
量

 (
l/s

)
N

o．
 

 
IK

K
名

 
水
源
の
種
別

水
源
名

 
水
利
権

 
乾
季

 
雨
季

 

日
最
大

給
水
量

(l/
s)
 

1 
Li

m
bu

ng
 

灌
漑
用
水
路

Sa
lu

ra
n 

In
du

k 
Li

m
bu

ng
灌
漑
事
務
所

 
(1

,5
00

)
6,

88
0

11
.8

2 
P.

 B
. U

ta
ra

 
浅
井
戸

 
無
し

 
無
し

 
12

.5
*

12
.5

*
12

.2
3 

M
ar

an
g 

湧
水

 
Li

m
bu

a
湧
水

 
PD
AM
 

(2
10

)
(3
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)
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.3

4 
Pe

kk
ae

 
洞
穴
水

 
W

ae
nu

ng
ng

e
湧
水

 
Lo

m
po

 T
en

ga
h
村

 
(9

5)
(1

50
)

21
.5

5 
Ta

nr
ut

ed
on

g 
深
井
戸

 
無
し

 
無
し

 
22

.5
*

22
.5

*
21

.7
6 

B
el

op
a 

深
井
戸

 
無
し

 
無
し

 
16

.0
*
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.0

*
15

.9
7 
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m

pa
nu
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W
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公
共
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0
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.9
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湧
水

 
G
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水
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村
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5
 

 
湧
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R
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水

 
R
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)

(6
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)
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井
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し
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し
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4
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流

 
U
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a 
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)
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湧
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)
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)
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K
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渓
流

 
K
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公
共
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1
1.

9
19

 
Ta
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渓
流
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m
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川

 
公
共

 
(3

0)
88
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定
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設
計
揚
水
量
、
平
年
の
涵
養
量
よ
り
少
な
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原水水質の分析は一般的な水質項目として、16 項目について実施した。それらは、pH、酸

化還元電位（ORP）、水温、電気伝導度、アルカリ度、濁度、色度、マンガン、鉄、フッ素

イオン、アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素、COD、大腸菌群、および一般細菌

である。 

 

また、重金属類や有毒物質は、水銀、ひ素、カドミウム、セレン、鉛、六価クロムおよび

シアンの 7項目を調べた。 

 

原水水質の分析結果を表 3 – 4 「原水水質試験結果表」に示す。同表には比較のためイン
ドネシア水道水水質基準（清浄水）最大許容量も示してある。 

 

水質分析の結果、重金属類は検出されず、後述する 3)浄水方法により適切な処理を行なう

ことにより本水道計画の原水として適していると判断される。 

 

一般水質項目のうち、水道水水質基準を超える項目は IKK Limbung の水源である灌漑用水

の色度50°以上、一方、基準値は50°以下とIKK Pompanuaの水源である河川水の濁度80°、

基準値は 25°以下であった。 

 

pH が基準値（6.5～9.0）よりやや低いのは Polong Bangkeng Utara の 6.3～6.5 と Punggaluku

の 6.0～6.5 であった。井戸や湧水の pH 値は一般的に遊離炭酸のため低く、水道水源とし

て問題は無い。 

 

3) 浄水方法 

浄水方法は、水質基準（清浄水）に基づいて検討し、選択された。その結果を表 3 - 5 に

示す。すなわち、水源が地下水、湧水／洞穴水、あるいは渓流の場合には、塩素消毒のみ

を行なった上、その後直接配水を行なうことが可能である。また、河川水が水源となる場

合には、一般に濁度が高いため、急速ろ過を適用することとする。更に、給水栓での残留

塩素を保持するため、全ての対象 IKK 給水システムにおいて塩素消毒を適用する。 

 

4) 送配水計画 

1 日の水需要量は対象地域の水利用状況によって変化するが、通常、需要のピークは朝に発

生する。このピーク時の需要量に対応するため、日本における同規模の給水システムを参

考として以下のような時間最大係数を算出した。 
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  給水人口    時間最大係数 

  10,000 人以上   1.5 

  5,000 人から 10,000 人  1.8 

  3,000 人から 5,000 人  2.0 

  2,000 人から 3,000 人  2.2 

  2,000 人以下   2.5 

 

上記の時間最大係数をもとに、配水施設が設計された。 

 

また、水需要の時間変動は配水池の容量により調整されるものとする。給水量の時間変動

を吸収する配水池の容量は、上記係数や、図 3 - 1「水需要の時間変動と時間最大係数」に

示される水需要状況をもとに推定された。更に、流入量と流出量の分析を加味すると、最

終的な配水池容量は表 3 - 6「配水池容量」に示す通り、30 m3 から 390 m3 の規模となる。 

 

配水管の有効水頭は IKK 指針に基づき 10m とし、管口径は時間最大流量の水理計算の結果

で決定する。水理計算には Hazen-William’s 公式を使用し、塩化ビニール管の流速係数を
C=140、亜鉛メッキ鋼管を C=120 として計算する。配水管の総延長は 251km である。 

 

公共栓は家屋の密集度に応じ、それぞれ 1 個と 2 個の給水栓タイプを設定した。公共栓と

各戸給水栓の数は目標年度 2010 年で、それぞれ 733 栓および 18,864 栓となる。 

 

表 3 - 7 は各 IKK ごとの配水管延長、公共栓及び各戸給水栓の数を示す。
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ﾈ
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im
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ng
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ga
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an
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in
g
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g

S
pr
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ee
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0
20
00
/3
/3
0 
16
:3
0
20
00
/2
/2
9 
 1
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の
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晴
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気
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薬
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℃
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.9

28
.2

27
.3

28
.5

24
.9

10
電
気
伝
導
度

-
μ
s

19
34
7

58
9

57
2

12
01

87
0

29
2

51
4

12
9

24

水

11
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ度

-
m
g/
L

28
12
0

20
0

21
5

47
0

20
0

10
0

30
17
5

36

(p
pm
)

質
12
濁
度

25
°
J
IS

> 
20

5
3

0
4

0
80

2
降
雨
後
  
15

5

降
雨
前
  
  
5

13
色
度

50
°
J
IS

> 
50

6
2

1
5

0.
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0.
2

< 
0.
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0.
0

0.
0

0.
1

結
(p
pm
)

17
ｱ
ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｱ
性
窒
素

-
m
g 
N
H
4+
/L

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

0.
2

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

(N
H
4-
N
)

(p
pm
)

果
18
亜
硝
酸
性
窒
素

1.
0
m
gN
O
2-
/L

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

(N
O
2-
N
)

(p
pm
)

19
硝
酸
性
窒
素

10
m
g 
N
O
3-
/L

1.
2

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

2.
0

(N
O
3-
N
)

(p
pm
)

20
C
O
D

-
m
g 
O
/L

6.
0

< 
5.
0

0.
0

0.
0

1.
0

1.
0

2.
0

5.
0

0.
0

5.
0

(p
pm
)

21
水
銀
 (
H
g)

0.
00
1
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

22
砒
素
 (
A
S
)

0.
05
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
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o

S
au
su
 A
ta
s

T
om
as
e

S
in
gk
oy
o

Ib
ol
ia
n

N
un
uk

K
im
a

T
ul
ou
n

K
aw
is

T
um
bo
ho
n

定
3
水
源
形
態

S
pr
in
g

Ir
ri
ga
ti
on
 C
an
al

S
pr
in
g

R
iv
er
M
ou
nt
ai
n 
S
tr
ea
m

S
pr
in
g

R
iv
er
M
ou
nt
ai
n 
S
tr
ea
m
M
ou
nt
ai
n 
S
tr
ea
m
M
ou
nt
ai
n 
S
tr
ea
m

条
4
採
水
・
測
定
日
時

20
00
/3
/0
2 
 1
3:
00

20
00
/4
/4
 1
1:
10
20
00
/3
/0
9 
 1
1:
10
20
00
/3
/1
5 
 1
3:
10
20
00
/3
/2
3 
 1
0:
30
20
00
/3
/2
4 
 1
1:
00
20
00
/3
/3
0 
 1
1:
20
20
00
/4
/0
3 
 1
1:
00
20
00
/4
/0
3 
 1
2:
30
20
00
/3
/3
1 
 1
1:
45

件
5
天
候

晴
の
ち
曇

晴
曇

晴
曇

晴
晴

晴
曇

曇

6
気
温

33
.5

7
pH
 （
電
極
式
）

6.
5-
-9
.0
pH

6.
7

7.
8

7.
7

8.
3

7.
5

7.
1

7.
6

8.
1

8.
1

7.
8

原
pH
 （
薬
品
式
）

pH
-

8.
0

7.
7

8.
5

7.
0

7.
0

7.
5

7.
5

7.
5

8.
0

8
酸
化
還
元
電
位
（
O
R
P
）

-
m
V

18
8

13
2

17
0

16
1

17
8

16
4

14
6

14
5

13
3

14
4

水
9
水
温

気
温
±
3℃
℃

28
.0

22
.5

25
.4

31
.0

27
.5

27
.1

27
.7

26
.1

25
.4

25
.8

10
電
気
伝
導
度

-
μ
s

83
21
3

11
3

37
6

37
0

68
78

22
11
0

35

水

11
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ度

-
m
g/
L

62
40

11
3

11
8

21
98

52
30

32
38

(p
pm
)

質
12
濁
度

25
°
J
IS

< 
2

10
3

1
2

1
15

3
5

3

13
色
度

50
°
J
IS

< 
0.
5

2
6

2
2

5
20

20
20

10

試

14
ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ
 (
M
n)

0.
5
m
g 
M
n/
L

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

< 
0.
5

(p
pm
)

験
15
鉄
 (
F
e)

1.
0
m
g 
F
e/
L

< 
0.
2

< 
0.
2

< 
0.
2

< 
0.
2

< 
0.
2

< 
0.
5

0.
5

< 
0.
2

< 
0.
2

< 
0.
2

(p
pm
)

16
ﾌ
ｯ素
ｲ
ｵ
ﾝ
 (
F
)

1.
5
m
g 
F
/L

0.
2

0.
0

0.
9

0.
1

1.
0

0.
5

1.
0

0.
0

0.
0

0.
0

結
(p
pm
)

17
ｱ
ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｱ
性
窒
素

-
m
g 
N
H
4+
/L

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

< 
0.
1

(N
H
4-
N
)

(p
pm
)

果
18
亜
硝
酸
性
窒
素

1.
0
m
gN
O
2-
/L

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

< 
0.
02

(N
O
2-
N
)

(p
pm
)

19
硝
酸
性
窒
素

10
m
g 
N
O
3-
/L

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

2.
0

< 
1

(N
O
3-
N
)

(p
pm
)

20
C
O
D

-
m
g 
O
/L

3.
0

5.
0

3.
0

5.
0

5.
0

5.
0

5.
0

6.
0

5.
0

5.
0

(p
pm
)

21
水
銀
 (
H
g)

0.
00
1
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

22
砒
素
 (
A
S
)

0.
05
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

23
カ
ド
ミ
ウ
ム
 (
C
d)

0.
00
5
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

24
セ
レ
ン
 (
S
e)

0.
01
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

25
鉛
 (
P
b)

0.
05
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

26
ク
ロ
ム
 (
C
r+
6
)

0.
05
m
g/
L

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

27
シ
ア
ン
 (
C
n)

0.
1
m
g/
L

0.
00
10

(N
D
)

0.
00
12

0.
00
12

(N
D
)

0.
00
10

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

(N
D
)

細
菌
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大
腸
菌
群

M
P
N
 1
0-
10
0m
L
N
-m
L

9
8

(N
D
)

10
(N
D
)

15
20

10
10

20

試
験
29
一
般
細
菌

-
N
-m
L

10
6

4
2

30
50
0～
1,
00
0

40
30

50
0～
1,
00
0
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湧
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湧
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流

渓
流

渓
流

計
画
処
理
方
式

塩
素
消
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急
速
ろ
過
方
式

塩
素
消
毒

急
速
ろ
過
方
式

塩
素
消
毒

塩
素
消
毒

急
速
ろ
過
方
式

塩
素
消
毒

塩
素
消
毒

塩
素
消
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D
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検
出
せ
ず

表
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 原
水
水
質
試
験
結
果
 （
2/
2）
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表
 3
 –
 5
 浄
水
処
理
方
式
選
定
理
由
 

 No
.

No
.
No
.

No
.    

IK
K

IK
K
IK
K

IK
K
名 名名名
    

計
画
水
源
種
別

計
画
水
源
種
別

計
画
水
源
種
別

計
画
水
源
種
別
    

計
画
浄
水
処
理
方
式

計
画
浄
水
処
理
方
式

計
画
浄
水
処
理
方
式

計
画
浄
水
処
理
方
式
    

選
定
理
由

選
定
理
由

選
定
理
由

選
定
理
由
    

    
1 

Li
mb
un
g 

灌
漑
用
水
路
 

凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ

過
・
塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
色
度
の
50
°
以
上
、基
準
値
は
50
°
以
下
。濁
度
も
20
°

以
上
で
あ
り
、
基
準
値
は
25
°
以
下
。
主
に
濁
度
と
色
度
の
処
理
に
凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ
過
方
式
を
採
用
す
る
。
 

2 
P.
 B
. 
Ut
ar
a 

浅
井
戸
 

塩
素
消
毒
 

湧
水
を
採
取
し
た
原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
pH
値
の
6.
3～
6.
5、
基
準
値
は
6.
5

～
9.
0。
一
般
的
に
湧
水
や
浅
井
戸
の
pH
値
は
遊
離
炭
酸
の
た
め
低
く
5.
5～
6.
8
位
で
あ
る
。
水
道
水
源
と
し
て
問
題
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み

と
す
る
。
 

3 
Ma
ra
ng
 

湧
水
 

塩
素
消
毒
 

湧
水
を
採
取
し
た
原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
な
い
。
水
道
水
源
と
し
て
問
題
は
無
い
。
塩
素

消
毒
の
み
と
す
る
。
 

4 
Pe
kk
ae
 

洞
穴
水
 

塩
素
消
毒
 

湧
水
を
採
取
し
た
原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
な
い
。
水
道
水
源
と
し
て
問
題
は
無
い
。
塩
素

消
毒
の
み
と
す
る
。
 

5 
Ta
nr
ut
ed
on
g 

深
井
戸
 

塩
素
消
毒
 

既
存
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い
深
井
戸
か
ら
の
揚
水
試
験
時
に
採
水
し
た
。
原
水
水
質
試
験
結
果
は
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超

え
て
い
な
い
。
水
道
水
源
と
し
て
問
題
は
無
い
。
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

6 
Be
lo
pa
 

深
井
戸
 

塩
素
消
毒
 

既
存
の
深
井
戸
か
ら
の
揚
水
試
験
時
に
採
水
し
た
。
原
水
水
質
試
験
結
果
は
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
な
い
。
水
道

水
源
と
し
て
問
題
は
無
い
。
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
 

7 
Po
mp
an
ua
 

河
川
 

凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ

過
・
塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
濁
度
の
80
°
で
あ
り
、
基
準
値
は
25
°
以
下
。
主
に
濁

度
の
処
理
に
凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ
過
方
式
を
採
用
す
る
。
 

8 
Pu
ng
ga
lu
ku
 

湧
水
と
深
井
戸
 

塩
素
消
毒
 

湧
水
を
採
取
し
た
原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
pH
値
の
6.
0～
6.
5、
基
準
値
は
6.
5

～
9.
0。
一
般
的
に
湧
水
や
浅
井
戸
の
pH
値
は
遊
離
炭
酸
の
た
め
低
く
5.
5～
6.
8
位
で
あ
る
。
水
道
水
源
と
し
て
問
題
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み

と
す
る
。
 

9 
La
su
su
a 

渓
流
 

塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

10
 

Bi
na
ng
ga
 

渓
流
 

塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

11
 

To
mp
e 

湧
水
 

塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

12
 

Sa
us
u 

河
川
 

凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ

過
・
塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
い
が
、
計
画
水
源
で
あ
る
灌
漑
用
水
路
を
分
水
し
て
い

る
Sa
us
u
川
は
、
山
地
河
川
で
あ
る
が
川
幅
が
10
0 
m
以
上
、
流
域
面
積
は
40
5 
km
2
と
大
き
く
、
雨
季
に
は
濁
度
が
上
昇
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
、
凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ
過
方
式
を
採
用
す
る
。
 

13
 

Ta
go
lu
 

洞
穴
水
 

塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

14
 

To
il
i 

河
川
 

凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ

過
・
塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
い
が
、
計
画
水
源
で
あ
る
Si
ng
ko
yo
川
流
域
は
雨
季

は
5
月
～
9
月
ま
た
、
乾
季
は
10
月
～
4
月
と
区
別
出
来
る
。
原
水
採
取
日
は
3
月
15
日
で
乾
季
の
末
期
に
当
り
、
1
年
間
で
河
川
水
量
の
最
も

少
な
い
時
期
で
濁
度
は
1°
と
低
い
が
、
Si
ng
ko
yo
川
は
川
幅
は
約
90
 m
、
流
域
面
積
は
37
8 
km
2
と
大
き
く
、
雨
季
の
洪
水
時
の
土
砂
流
出
量

が
大
き
い
も
の
と
推
定
さ
れ
、
雨
季
に
は
濁
度
が
上
昇
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ
過
方
式
を
採
用
す
る
。
 

15
 

Du
mo
ga
 

渓
流
 

塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

16
 

Pi
no
lo
si
an
 

湧
水
 

塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
く
、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
 

17
 

Wo
ri
 

河
川
 

凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ

過
・
塩
素
消
毒
 

原
水
水
質
試
験
結
果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
無
い
が
、
計
画
水
源
で
あ
る
Ki
ma
川
流
域
は
火
山
岩
地

帯
に
存
在
し
流
域
の
表
層
は
厚
く
堆
積
し
た
火
山
灰
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
火
山
灰
は
粘
土
化
し
易
く
、
降
雨
・
流
水
に
よ
り
比
較
的
容
易
に
侵
食

さ
れ
ｼﾙ
ﾄ・
粘
土
質
土
砂
と
な
っ
て
河
道
に
流
出
す
る
。
雨
季
と
乾
季
の
区
別
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
降
雨
量
最
大
月
は
１
月
、
ま
た
8
月
が
最
小

と
な
っ
て
い
る
。
原
水
採
取
日
は
3
月
30
日
で
濁
度
は
15
°
と
色
度
は
20
°
と
基
準
値
以
内
で
は
あ
る
が
両
者
と
も
高
い
数
値
で
あ
る
。
1
年

を
通
じ
て
濁
度
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
凝
集
沈
で
ん
・
急
速
ろ
過
方
式
を
採
用
す
る
。
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an
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流
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消
毒
 

原
水
水
質
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果
で
ｲﾝ
ﾄﾞ
ﾈｼ
ｱ水
道
水
水
質
基
準
の
最
大
許
容
量
を
超
え
て
い
る
の
は
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、
塩
素
消
毒
の
み
と
す
る
。
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図 3 - 1  水需要の時間変動と時間最大係数図 3 - 1  水需要の時間変動と時間最大係数図 3 - 1  水需要の時間変動と時間最大係数図 3 - 1  水需要の時間変動と時間最大係数
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方
法
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別
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及
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別
図
に
示
す
と
お
り
。

注
３
）
注
２
）
で
求
め
た
滞
留
時
間
は
あ
く
ま
で
も
、
必
要
最
小
限
の
滞
留
時
間
で
あ
り
、
配
管
の
洗
浄
な
ど
は
見
込
ま
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
配
管
の
洗
浄
等
に
よ
る
維
持
補
修
水
量
分
と
し
て
計
画
水
量
１
時
間
分
の
水
量
を
加
算
す
る
。
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5) 水道システム計画 

上述した各対象 IKK における水需要、水源及びその水質、および地形状況に基づき、設計

される水道システムは以下のように分類される。 

対象とする IKK Marang, Tompe, Pinolosian 
水源 湧水 
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム A 

配水池 高架式 
対象とする IKK Pekkae 
水源 洞穴水 
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム B 

配水池 地上式 
対象とする IKK Tagolu 
水源 洞穴水 
取水及び導水方法 自然流下 
浄水方法 塩素消毒 

システム C 

配水池 地上式 
対象とする IKK Lasusua, Binangga, Dumoga 
水源 渓流 
取水及び導水方法 自然流下 
浄水方法 塩素消毒 

システム D 

配水池 地上式 
対象とする IKK Kombi (1), Kombi (2) 
水源 渓流 
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム E 

配水池 地上式 
対象とする IKK Talawaan 
水源 渓流 
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム F 

配水池 高架式 
対象とする IKK Limbung, Pompanua 
水源 灌漑用水／河川水 
取水及び導水方法 ポンプ (取水は浄水場内) 
浄水方法 急速ろ過および塩素消毒 

システム G 

配水池 高架式 
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対象とする IKK Toili, Sausu, Wori 
水源 河川水 
取水及び導水方法 ポンプ (取水は浄水場内) 
浄水方法 急速ろ過および塩素消毒 
浄水送水方法 ポンプ 

システム H 

配水池 地上式 
対象とする IKK Belopa 
水源 地下水（深井戸） 
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム I 

配水池 地上式 
対象とする IKK P.B. Utara, Tanrutedong 
水源 地下水（浅井戸／深井戸）
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム J 

配水池 高架式 
対象とする IKK Punggaluku 
水源 湧水／地下水（深井戸） 
取水及び導水方法 ポンプ 
浄水方法 塩素消毒 

システム K 

配水池 高架式 
 

各システムについては、図 3 - 2 「IKK 水道システム概要図」にまとめる。 



システム　Ａ

（湧水）（取水施設） （高架式配水池） （給水区域）

対象IKK : Marang, Tompe, Pinolosian

公共水栓 各戸給水栓

湧水 取水ポンプ 塩素消毒 高架式配水池 給水区域

P

取水ポンプ

（湧水） （取水施設） （給水区域）

システム　Ｂ

対象IKK : Pekkae

取水ポンプ 塩素消毒 地上式配水池 給水区域湧水

（地上式配水池）

P

取水ポンプ

塩素注入装置

公共水栓 各戸給水栓

図 3 - 2  ＩＫＫ水道システム概要図

塩素注入装置

3 - 19



システム　Ｄ

対象IKK : Lasusua, Binangga, Dumoga

（湧水）（取水施設） （給水区域）

公共水栓 各戸給水栓

システム　Ｃ

対象IKK : Tagolu

塩素消毒 地上式配水池 給水区域湧水

塩素注入装置

（地上式配水池）

（渓流） （取水施設） （給水区域）

塩素消毒 地上式配水池 給水区域

（地上式配水池）

渓流

公共水栓 各戸給水栓

塩素注入装置
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（渓流） （取水施設） （高架式配水池） （給水区域）

公共水栓 各戸給水栓

システム　Ｆ

対象IKK : Talawaan

送水ポンプ 塩素消毒 高架式配水池 給水区域渓流

（渓流） （取水施設） （給水区域）

システム　Ｅ

対象IKK : Kombi(1) and Kombi(2)

取水ポンプ 塩素消毒 地上式配水池 給水区域渓流

（地上式配水池）

公共水栓 各戸給水栓

P
取水ポンプ

P
送水ポンプ

塩素注入装置

塩素注入装置
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対象IKK : Limbung, Pompanua

システム　Ｈ

（河川） （取水施設） （浄水施設） （高架式配水池） （給水区域）

公共水栓 各戸給水栓

灌漑用水路/
河川 取水ポンプ 薬品沈澱/

急速ろ過 揚水ポンプ 塩素消毒

高架式配水池 給水区域

P
取水ポンプ

システム　Ｇ

P

揚水ポンプ

（河川） （取水施設） （浄水施設） （地上式配水池） （給水区域）

P
公共水栓 各戸給水栓取水ポンプ

河川 取水ポンプ 薬品沈澱/
急速ろ過 揚水ポンプ 塩素消毒

対象IKK : Toili, Sausu, Wori

地上式配水池 給水区域

P

揚水ポンプ

塩素注入装置

塩素注入装置
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システム　Ｉ

P

（井戸） （取水施設） （地上式配水池） （給水区域）

公共水栓 各戸給水栓取水ポンプ

対象IKK : Belopa

井戸 取水ポンプ 塩素消毒 地上式配水池 給水区域

塩素注入装置

システム　Ｊ

P

（井戸） （取水施設） （高架式配水池） （給水区域）

公共水栓 各戸給水栓

取水ポンプ

対象IKK : P.B.Utara, Tanrutedong

井戸 取水ポンプ 塩素消毒 高架式配水池 給水区域

塩素注入装置
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システム　Ｋ

対象IKK : Punggaluku

湧水 取水ポンプ 塩素消毒 高架式配水池 給水区域

井戸 取水ポンプ

P
取水ポンプ

P

（井戸）（取水施設） （高架式配水池） （給水区域）

公共水栓 各戸給水栓

取水ポンプ 塩素注入装置

塩素注入装置

（湧水）

塩素消毒

（取水施設）
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6) IKK 水道システムの施設概要 

a.取水施設 

取水方法および施設について、以下の表にまとめる。また図 3‐3に図示する。 

 

タイプ 取水方法 備考 対象とする IKK 
A 蛇籠取水槽 - 湧水が流水に流れ込む 

- 水位は安定している 
- 砂利とスクリーンで異物の流入を防ぐ 

- Tompe 
- Tagolu 
- Pinolosian 

B コンクリート
取水口 

- 灌漑用水路より取水 
- 流量は豊富で、水位も比較的安定して
いる 

- スクリーンにより異物の流入を防ぐ 

- Limbung 

C 集水埋渠 - 河川規模（幅）は比較的大きく、浅め
の河川であることから、通常の取水口
方式は適切でない 

- Toili 

D コンクリート
取水槽 

- 既存小規模水力発電施設の暗渠からの
放流水を受水する 

- Binangga 

E コンクリート
取水口 

- 自然の河川より取水 
- 水位は変動する 
- 通常の取水方法 

- Pompanua 
- Wori 

F コンクリート
取水桝 

- 湧水により形成された池 
- 水深は浅い 
- 取水桝は湧水の流出部に設ける 
- 砂利とスクリーンで異物の流入を防ぐ 

- Punggaluku 

G 深井戸 - 通常の井戸構造 - Tanrutedong 
- Belopa 
- Punggaluku 

H 放射状浅井戸 - 薄い帯水槽 
- 取水量確保のためのコレクターを複数
設ける 

- P. B. Utara 

I 取水管 - 湧水により形成された池 
- 水深は深い 
- 砂利とスクリーンで異物の流入を防ぐ 

- Marang 

J 取水枠 - 鍾乳洞より流れ出した湧水により形成
されたドリーネ地形 

- コンクリートカバーで異物の流入を防
ぐ 

- Pekkae 

K 取水管 - 既存の余水吐暗渠から取水 - Sausu 
L 底部取水 - 小さな渓流から取水 

- 流速が早く、水深が浅いため通常の取
水方法は適切でない 

- Lasusua 
- Dumoga 
- Kombi 
- Talawaan 

 



水源 ： 渓流水源 ： 渓流水源 ： 渓流水源 ： 渓流
タイプーAタイプーAタイプーAタイプーA 蛇籠取水槽蛇籠取水槽蛇籠取水槽蛇籠取水槽

対象IKK : Tompe, Tagolu, Pinolosian

水源 ： かんがい用水水源 ： かんがい用水水源 ： かんがい用水水源 ： かんがい用水
タイプーBタイプーBタイプーBタイプーB コンクリート取水口コンクリート取水口コンクリート取水口コンクリート取水口

対象IKK : Limbung

図３－３　  水源及び取水タイプ図３－３　  水源及び取水タイプ図３－３　  水源及び取水タイプ図３－３　  水源及び取水タイプ

スクリーン

スクリーン

取水ゲート

取水井

ポンプサクション管／導水管

バルブピット

バルブピット

蛇籠

パイプ

パイプ

ポンプサクション管

取水井

砂利
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水源 ： 河川水水源 ： 河川水水源 ： 河川水水源 ： 河川水
タイプーCタイプーCタイプーCタイプーC 集水埋渠集水埋渠集水埋渠集水埋渠

対象IKK : Toili

水源 ： 渓流水源 ： 渓流水源 ： 渓流水源 ： 渓流
タイプーDタイプーDタイプーDタイプーD コンクリート取水槽コンクリート取水槽コンクリート取水槽コンクリート取水槽

対象IKK : Binangga

バルブピット

集水埋渠

取水井

導水管

既設水力発電暗渠

蛇籠

取水井

バルブピット

ポンプサクション管

パイプ
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水源 ： 河川水水源 ： 河川水水源 ： 河川水水源 ： 河川水
タイプーEタイプーEタイプーEタイプーE コンクリート取水口コンクリート取水口コンクリート取水口コンクリート取水口

対象IKK : Pompanua, Wori

水源 ： 湧水水源 ： 湧水水源 ： 湧水水源 ： 湧水
タイプーFタイプーFタイプーFタイプーF コンクリート取水桝コンクリート取水桝コンクリート取水桝コンクリート取水桝

対象IKK : Punggaluku

スクリーン

ポンプサクション管

砂利

導水管

ポンプサクション管

バルブピット

取水井

蛇籠

ブロック

取水井

スクリーン
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水源 ： 地下水水源 ： 地下水水源 ： 地下水水源 ： 地下水
タイプーGタイプーGタイプーGタイプーG 深井戸深井戸深井戸深井戸

対象IKK : Tanrudedong, Belopa, Punggaluku

水源 ： 地下水水源 ： 地下水水源 ： 地下水水源 ： 地下水
タイプーHタイプーHタイプーHタイプーH 放射状浅井戸放射状浅井戸放射状浅井戸放射状浅井戸

対象IKK : P.B. Utara

セメントシール

セントラライザー

グラベルパック

縦形多段うず巻ポンプ

ボトムプラグ

ブランクケーシング

PPPP

コンクリートケーシング

スクリーン

ポンプサクション管

PPPP

縦形多段うず巻ポンプ

 3 - 29



水源 ： 湧水水源 ： 湧水水源 ： 湧水水源 ： 湧水
タイプーIタイプーIタイプーIタイプーI 取水管取水管取水管取水管

対象IKK : Marang

水源 ： 洞穴水水源 ： 洞穴水水源 ： 洞穴水水源 ： 洞穴水
タイプーJタイプーJタイプーJタイプーJ 取水枠取水枠取水枠取水枠

対象IKK : Pekkae

フートバルブ

渦巻きポンプ

PPPP

鍾乳洞

スクリーン

フ－トバルブ

渦巻きポンプ

PPPP

ポンプサクション管

取水井
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水源 ： 河川水水源 ： 河川水水源 ： 河川水水源 ： 河川水
タイプーKタイプーKタイプーKタイプーK 取水管取水管取水管取水管

対象IKK : Sausu

水源 ： 渓流水源 ： 渓流水源 ： 渓流水源 ： 渓流
タイプーLタイプーLタイプーLタイプーL 底部取水底部取水底部取水底部取水

対象IKK : Lasusua, Dumoga, Kombi, Talawaan

パイプ

スクリーン

取水井

ポンプサクション管

バルブピット

渦巻きポンプ

PPPP

パイプ

ポンプサクション管

バルブピット 取水井

蛇籠

ボックスカルバート
（既設余水吐）

a a

a - a
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b.ポンプ設備及び操作 

b.1 ポンプ設備 

本基本設計では 2種類のポンプを採用することとした。 

①縦形多段うず巻きポンプ：井戸を取水源とする場合 

②片吸込うず巻きポンプ：通常の取水ポンプ及び、揚水ポンプ、送水ポンプの場合 

 

本計画においては、水中ポンプ使用を維持管理が困難なことから行なわないこととする。 

 

b.2 ポンプ操作 

上記 2 種類のポンプは、運転操作パネルを設置し、これにより行なう。基本的な操作は以

下の手順で行なわれる。 

(1)ポンプ手動起動 

・状態表示器に待機表示のあるポンプを選択する 

・選択されたポンプの操作スイッチを起動側へ倒す 

・ポンプ起動 

(2)手動停止 

・状態表示器に“運転”表示があるポンプの操作スイッチを停止側へ倒す 

・ポンプ停止 

(3)取水ポンプの自動停止 

運転中のポンプは、以下のような条件下では自動停止する。 

・吸い込み水位下限、あるいは 

・過電流が発生した場合 

(4)揚水ポンプ及び送水ポンプ 

運転中のポンプは、以下のような条件下では自動停止する。 

・吸い込み水位下限、 

・吐き出し量下限（吐き出し水槽水位上限）、あるいは 

・過電流が発生した場合 

 

b.3 ポンプの調達 

ポンプ、備品及びポンプ回り配管は、以下の理由により日本から調達することとする。 

項目 日本調達の場合 現地調達の場合 
（日本メーカーによる現地製造）

1. ポンプの選択 機種が多様なため、設計に最
も適したポンプが選択でき
る 

同左。但し羽根車等の変更に対
しては制限がある。 

2. システムとしての
ポンプ施設 

操作制御、配電設備などのト
ータルシステムとして事前
検討・確認が可能である 

ほぼ同左。但し各ポンプの部品
が別々のメーカーから調達され
るので、システム全体として安
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全性に欠ける場合がある。 
3. サージング対策 設計時にサージング対策が

可能であり、フライホイール
（はずみ車）付きのポンプも
調達可能である。 

フライホイール（はずみ車）付
きポンプは調達不可能。サージ
タンクの建設が必要になるが、
この場合フライホイールより高
価になる。 

4. 維持管理 技術支援及びスペアパーツ
の供給は現地事務所かメー
カーの代理店が行なう。 
アジア地域に駐在する日本
人技術者を投入することに
より定期的な派遣が可能。 

同左 

 

c.浄水場 

フロック形成池、沈でん池及びろ過池などの浄水施設は、コンクリート製と鉄鋼製の 2 種

類があり、それらを比較検討した結果、以下に示すような理由からコンクリート製を採用

することとした。 

(1)鉄鋼製のものはろ過速度や沈でん池の表面負荷率の値などが固定されており、設計条

件が制限されるのに対し、コンクリート製については設計上の制限がないこと。 

(2)鉄鋼製施設は定期的な塗装が必要であるが、コンクリート製には塗装が必要ないこと。 

 

以上のことから、維持管理と耐久性を考慮し、コンクリート製を採用する。 

 

d. 塩素消毒施設 

塩素消毒設備は、溶解・貯留タンク及び注入設備からなる。本計画では、自然流下方式で

浄水池や地上式配水池へ注入されるための滴下注入器と、ポンプによって高架式配水池に

注入されるもの 2 種類とした。これらの滴下注入器（バルブコントロールにより流量調整

する）と注入ポンプ（ダイアフラムポンプ）は、インドネシア国内で製造されていないた

め、日本で調達する。 

 

e. 高架式配水池 

高架式配水池の建設資材については、過去の IKK 給水事業において、1)鉄筋コンクリート

製タワー及びタンク、2)鋼板製タワー及び FRP タンク、が使用されていることから、この 2

種類について検討した。その結果、1)鋼板製には防食のため定期塗装が必要であること、

2)コンクリート製タワーとタンクの方が鋼板製タワーと FRP 製タンクに比べ、維持管理、

耐久性及び美観上の面から優れていることを考慮し、コンクリート製を採用する。 

 

f. 送配水管網 

送水管及び配水管の管材料には、塩化ビニール管と亜鉛メッキ鋼管の 2 種類を使用する。
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これらはインドネシア国内で製造・販売され、普及していることから、現地調達とする。

亜鉛メッキ鋼管は現場が固い岩盤のあるところや、急斜面の場合に使用し、地上敷設とす

る。 

 

g. 減圧槽 

配水本管は、配水管の末端において 10m 以上の有効水頭を保持することとし、これに従っ

てパイプの口径や管材の仕様も決定される。管材の設計圧は 9.8MPa(10kgf/cm2)である。し

かし、IKK Kombi(2)では、配水管設置現場の地形が配水池から末端給水区域まで 150m も高

低差があることが判明している。このような場合、次のような問題点が発生する可能性が

ある。 

(1)配水管からの漏水増加 

(2)高水圧にも耐用可能な強い管材の必要性 

(3)配水管抜け出し防止のための曲管防護コンクリート量の増大 

これらを防ぐと同時に、水圧を適正レベルに管理するためには２つの方法が挙げられる。 

(1)フロートバルブ付きの減圧槽を数ヶ所に設け、地形状況を考慮し、適当な地形に設置

する、 

(2)地形状況を考慮し、適当な地形に減圧弁を数ヶ所設置する。 

 

上記(2)の場合、減圧弁はパイロットバルブとダイヤフラムから構成される特別なものであ

り、また、スクリーンの付属が必須である。この減圧弁の敷設替えを行なう場合には、バ

イパス管とバルブが必要となる。弁の不具合が発生した場合には、水圧コントロールにも

支障をきたすことになり、結果として管の故障を引き起こすことになる。 

 

以上のような要因を考慮し、水圧コントロールには減圧槽の導入で対応することとする。 

 

h. 発電機 

対象 19IKK には電力供給が行なわれているが、地域によっては時間供給であったり、停電

が頻繁に起こっている状況であるため、この地域には発電機を調達に含めることとする。

調達先は、発電機の耐久性を考慮し、日本で調達することとする。 

項目 日本調達の場合 インドネシア国調達の場合 
1. 製造 エンジン及び発電機の専業

メーカーにより製造。 
それぞれ製造されたエンジンと
発電機が非専業メーカーにより
組みたてられる。 

2. 機能 ディーゼルエンジンの容量
が大きいため、耐用性も高
い。 
 
 

日本製と比較して容量が小さい
ので耐用性も低い。 
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モーターの起動電流で、発電
機の出力電圧が大きく下が
った時、瞬時に回復するた
め、モーターに悪影響を与え
ない工夫がされている。 

モーターの起動電流で発電機の
出力電圧が大きく下がった時、
電圧の回復が遅い。極端な場合、
電圧が落ち込んでも回復しない
構造になっているものがある。

 

上述したこれまでの給水システムの施設、種類及び容量についての検討結果を、表 3 - 8

及び図 3 - 4 にまとめる。 

 



表 3 - 8  施設設計リスト（1）

(1) IKK名: Limbung
施設設計水量： 11.8 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 灌漑用水 一日18 時間連続運転
設計水量： 17.3 liter/sec 10 % の浄水場用水を含む

A-1 取水口 RC造、 W 1.00 x L 3.60 x H 2.30 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 １台予備

1.04 m3/min x 9.0 m x 3.7 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 -
C. 浄水場 設計水量： 17.3 liter/sec 取水施設と同じ
C-1 着水井／混和井 RC造、 水流混和（堰落ち式） 1 滞留時間： 3.8 min

W 1.00 x L 1.00 x D 4.00 m
C-2 フロック形成池 RC造、 水流攪拌（上下う流式） 2 滞留時間 20.0 min

W 0.60 x L 3.60 x D 2.00 m, 3 列 G値： 20 to 60 sec-1
C-3 薬品沈でん池 RC造、横流式 2 表面負荷率： 1.5 m3/m2/hr

W 1.10 x L 6.30 x D 2.00 m, 3 列
C-4 急速ろ過池 RC造、 単層ろ過、重力式 2 ろ過速度： 150 m3/m2/day

W 3.60 x L 1.40 m (5.00 m2) 洗浄方式： 逆洗水 + 空気
C-5 浄水池 RC造 2 滞留時間： 30.0 min

W 3.20 x L 2.80 x D 2.00 m
C-6  揚水ポンプ うず巻ポンプ 2 １台予備

0.94 m3/min x 26.0 m x 7.5 kW 高架式配水池へ揚水
C-7 揚水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
C-8 薬品注入設備
a. 凝集剤：硫酸ばんど 注入率： max 50; ave 15 mg/liter
     溶解タンク FRP製、 dia. 1.6 x H 2.0 m 2 １台予備、 2週間分貯留
     注入ポンプ ダイアフラムポンプ 2 １台予備

0.5 liter/min x 0.98 MPa
b. pH調整剤：消石灰 注入率： max 20; ave 10 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク 鋼製 2 攪拌機１台

W 1.8 x L 1.8 x H 3.2 m
c. 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 １台予備

C-9 薬品注入棟 RC造、 W 5.50 x L 8.00 x H 4.70 m 1
C-10管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造 dia. 10.1 x H 3.0 m (240 m3) 1 高さ： 18.5 m (FGL to LWL)
E-2 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 63 mm 14.7 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,204
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 22

2栓タイプ、 dia. 13 mm 15

(2) IKK名： Polong Bangkeng Utara
施設設計水量： 12.2 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 地下水 一日24時間運転
設計水量： 12.2 liter/sec 

A-1 放射状浅井戸 dia. 2.0 x D 8.0 m 1
A-2 井戸ポンプ 縦形多段うず巻ポンプ 2 1台予備

0.73 m3/min x 41.0 m x 11 kW
A-3 井戸ポンプ室 RC造、 W 4.50 x L 4.50 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 160 mm 0.2 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 10.4 x H 3.0 m (250 m3) 1 高さ： 18.5 m (FGL to LWL)
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
   溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   注入ポンプ 7.7 liter/hr x 0.2 MPa 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径： 250 mm - 50 mm 8.7 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,136
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 21

2栓タイプ、 dia. 13 mm 14
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表 3 - 8  施設設計リスト（2）

(3) IKK名： Marang
施設設計水量： 12.3 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源：湧水 一日24時間運転
設計水量： 12.3 liter/sec 

A-1 取水管 亜鉛メッキ鋼管 dia. 200 x L 10 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.74 m3/min x 48.0 m x 15 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 160 mm 7.1 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 10.4 x H 3.0 m (250 m3) 1 高さ： 14.0 m (FGL to LWL)
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
   溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   注入ポンプ 7.7 liter/hr x 0.2 MPa 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 50 mm 16.9 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,198
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 25

2栓タイプ、 dia. 13 mm 13

(4) IKK名： Pekkae
施設設計水量： 21.5 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 洞穴水 一日24時間運転
設計水量： 21.5 liter/sec 

A-1 取水枠 RC造、 W 2.00 x L 2.00 x D 2.35 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

1.29 m3/min x 63.0 m x 30 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 200 mm 8.0 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 5.75 x L 11.8 x D 3.0 m 2 390 m3
E-2 消毒剤：次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
   溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter x 2 タンク 2 １台予備、 1週間分貯留
   滴下注入器 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 250 mm - 50 mm 23.1 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,783
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 26

2栓タイプ、 dia. 13 mm 25
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表 3 - 8  施設設計リスト（3）

(5) IKK名： Tanrutedong
施設設計水量： 21.7 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 地下水 一日24時間運転
設計水量： 7.5 liter/sec/well 

A-1 深井戸 dia. 250 mm x D 42.0 m 3
A-2 井戸ポンプ 縦形多段うず巻ポンプ
   ポンプ (1) 0.45 m3/min x 30.0 m x 4 kW 2 1台予備
   ポンプ (2) 0.45 m3/min x 31.0 m x 4 kW 2 1台予備
   ポンプ (3) 0.45 m3/min x 30.0 m x 4 kW 2 1台予備

A-3 井戸ポンプ室 RC造、 W 4.50 x L 4.50 m 3
B. 導水管 管材料： PVC

外径 160 mm 0.5 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 (1) RC造、 dia. 10.1 x H 3.0 m (240 m3) 1 高さ： 18.0 m (FGL to LWL)
E-2 高架式配水池 (2) RC造、 dia. 9.3 x H 3.0 m (200 m3) 1 高さ： 18.0 m (FGL to LWL)
E-3 消毒剤 (1)： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
   溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   注入ポンプ 7.7 liter/hr x 0.2 MPa 2 １台予備

E-4 消毒剤 (2)： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
   溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   注入ポンプ 5.0 liter/hr x 0.2 MPa 2 １台予備

E-5 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 2
E-6 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-7 配水管 管材料： PVC

外径 250 mm - 50 mm 12.7 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 2,092
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 28

2栓タイプ、 dia. 13 mm 12

（6) IKK名： Belopa
施設設計水量： 15.9 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 地下水 一日24時間運転
設計水量： 8.0 liter/sec/well 

A-1 深井戸 dia. 250 mm x D 12.0 m 2
A-2 井戸ポンプ 縦形多段うず巻ポンプ
   ポンプ (1) 0.48 m3/min x 39.0 m x 5.5 kW 2 1台予備
   ポンプ (2) 0.48 m3/min x 37.0 m x 5.5 kW 2 1台予備

A-3 井戸ポンプ室 RC造、 W 4.50 x L 4.50 m 2
B. 導水管 管材料： PVC

外径 110 mm 0.7 km
外径 160 mm 0.8 km

C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 4.95 x L 10.2 x D 3.0 m 2 290 m3
E-2 消毒剤：次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
   溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter x 2 タンク 2 １台予備、 1週間分貯留
   滴下注入器 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 250 mm - 63 mm 22.7 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,371
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 27

2栓タイプ、 dia. 13 mm 16
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表 3 - 8  施設設計リスト（4）

(7) IKK名： Pompanua
施設設計水量： 10.9 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 河川水 一日18 時間連続運転
設計水量： 15.9 liter/sec 10 % の浄水場用水を含む

A-1 取水口 RC造、 W 5.30 x L 2.25 x H 3.00 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.95 m3/min x 7.0 m x 2.2 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 -
C. 浄水場 設計水量： 15.9 liter/sec 取水施設と同じ
C-1 着水井／混和井 RC造、水流混和（堰落ち式） 1 滞留時間： 4.2 min

W 1.00 x L 1.00 x D 4.00 m
C-2 フロック形成池 RC造、水流攪拌（上下う流式） 2 滞留時間： 20.0 min

W 0.60 x L 3.30 x D 2.00 m, 3 列 G値： 20 to 60 sec-1
C-3 薬品沈でん池 RC造、横流式 2 表面負荷率： 1.5 m3/m2/hr

W 1.00 x L 6.40 x D 2.00 m, 3 列
C-4 急速ろ過池 RC造、単層ろ過、重力式 2 ろ過速度： 150 m3/m2/day

W 3.30 x L 1.40 m (4.60 m2) 洗浄方式： 逆洗水 + 空気
C-5 浄水池 RC造 2 滞留時間： 30.0 min

W 3.00 x L 2.80 x D 2.00 m
C-6  揚水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.87 m3/min x 26.0 m x 7.5 kW 高架式配水池へ揚水
C-7 揚水ポンプ棟 RC造、 W 3.50 x L 5.50 m 1
C-8 薬品注入設備
a. 凝集剤：硫酸ばんど 注入率： max 50; ave 15 mg/liter
     溶解タンク FRP製： dia. 1.6 x H 2.0 m 2 １台予備、 2週間分貯留
     注入ポンプ ダイアフラムポンプ 2 １台予備

0.5 liter/min x 0.98 MPa
b. pH調整剤：消石灰 注入率： max 10; ave 5 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク 鋼製 2 攪拌機１台

W 1.2 x L 1.2 x H 2.2 m
c. 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、, 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 １台予備

C-9 薬品注入棟 RC造、 W 4.90 x L 8.00 x H 3.70 m 1
C-10管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 9.7 x H 3.0 m (220 m3) 1 高さ： 17.7 m (FGL to LWL)
E-2 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 50 mm 8.6 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 846
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 18

2栓タイプ、 dia. 13 mm 9
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表 3 - 8  施設設計リスト（5）

(8) IKK名： Punggaluku
施設設計水量： 5.4 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 湧水及び地下水 一日24時間運転
設計水量： 5.4 liter/sec （湧水）
設計水量： 2.0 liter/sec/well （深井戸） 

A-1 取水桝 RC造、 W 0.70 x L 1.00 x D 1.00 m 2
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.32 m3/min x 22.0 m x 3.7 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
A-4 自家発電機 12.5 KVA 2 1台予備
A-5 自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
A-6 深井戸 dia. 150 mm x D 12.0 m 1
A-7 井戸ポンプ 縦形多段うず巻ポンプ 2 1台予備

0.12 m3/min x 32.0 m x 1.5 kW
A-8 井戸ポンプ室 RC造、 W 4.50 x L 4.50 m 1
A-9 自家発電機 10.5 KVA 2 1台予備
A-10自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
B. 導水管 管資材： PVC

外径 110 mm 2.0 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 7.2 x H 3.0 m (120 m3) 1 高さ： 20.8 m (FGL to LWL)
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
   溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   注入ポンプ 3.3 liter/hr x 0.98 MPa 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 160 mm - 63 mm 12.9 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 543
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 11

2栓タイプ、 dia. 13 mm 6

(9) IKK名： Lasusua
施設設計水量： 10.0 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 渓流 一日24時間運転
設計水量： 10.0 liter/sec 

A-1 底部取水 RC造、 W 0.60 x L 6.00 x D 0.60 m 1
B. 導水管 管資材： PVC

外径 110 mm 0.7 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 4.15 x L 8.6 x D 3.0 m 2 200 m3
E-2 消毒剤：次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
   溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   滴下注入器 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 160 mm - 50 mm 17.3 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 783
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 8

2栓タイプ、 dia. 13 mm 6
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表 3 - 8  施設設計リスト（6）

(10) IKK名： Binangga
施設設計水量： 15.5 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 渓流 一日24時間運転
設計水量： 15.5 liter/sec 

A-1 取水槽 RC造、 W 2.00 x L 2.00 x D 2.50 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 200 mm 1.1 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 4.85 x L 10.0 x D 3.0 m 2 280 m3
E-2 消毒剤：次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
   溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter x 2 tanks 2 １台予備、 1週間分貯留
   滴下注入器 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 250 mm - 63 mm 14.7 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,548
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 34

2栓タイプ、 dia. 13 mm 16

(11) IKK名： Tompe
施設設計水量： 4.8 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 湧水 一日24時間運転
設計水量： 4.8 liter/sec 

A-1 蛇籠取水槽 W 4.40 x L 4.40 x D 1.0 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.29 m3/min x 43.0 m x 5.5 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 110 mm 1.9 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 6.9 x H 3.0 m (110 m3) 1 高さ： 5.4 m (FGL to LWL)
E-2 消毒剤：次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
   溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter 2 １台予備、 1週間分貯留
   注入ポンプ 3.3 liter/hr x 0.98 MPa 2 １台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 160 mm - 50 mm 7.4 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 530
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 11

2栓タイプ、 dia. 13 mm 6
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表 3 - 8  施設設計リスト（7）

（12) IKK名： Sausu
施設設計水量： 7.0 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 河川水 一日18 時間連続運転
設計水量： 10.2 liter/sec 10 % の浄水場用水を含む

A-1 取水管 亜鉛メッキ鋼管 dia. 200 x L 15 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.61 m3/min x 8.0 m x 2.2 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 -
C. 浄水場 設計水量： 10.2 liter/sec 取水施設と同じ
C-1 着水井／混和井 RC造、水流混和（堰落ち式） 1 滞留時間： 6.6 min

W 1.00 x L 1.00 x D 4.00 m
C-2 フロック形成池 RC造、水流攪拌（上下う流式） 2 滞留時間： 20.0 min

W 0.60 x L 2.70 x D 2.00 m, 3 列 G値： 20 to 60 sec-1
C-3 薬品沈でん池 RC造、横流式 2 表面負荷率： 1.5 m3/m2/hr

W 0.80 x L 5.10 x D 2.00 m, 3 列
C-4 急速ろ過池 RC造、単層ろ過、重力式 2 ろ過速度： 150 m3/m2/day

W 2.70 x L 1.10 m (3.00 m2) 洗浄方式： 逆洗水  + 空気
C-5 浄水池 RC造 2 滞留時間： 30.0 min

W 2.50 x L 2.30 x D 2.00 m
C-6 薬品注入設備
a. 凝集剤：硫酸ばんど 注入率： max 30; ave 10 mg/liter
     溶解タンク FRP製： dia. 1.2 x H 2.0 m 2 1台予備、2週間分貯留
     注入ポンプ ダイアフラムポンプ 2 1台予備

0.29 liter/min x 0.98 MPa
b. pH調整剤：消石灰 注入率： max 15; ave 10 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク 鋼製 2 攪拌機1台

W 1.2 x L 1.2 x H 3.2 m
c. 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter 2 1台予備、1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

C-7 薬品注入棟 RC造、 W 4.70 x L 7.00 x H 4.70 m 1
C-8 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
C-9 自家発電機 12.5 KVA 2 1台予備
C-10自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
D. 送水施設
D-1  送水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.56 m3/min x 22.0 m x 3.7 kW 地上式配水池へ送水
D-2 送水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
D-3 送水管 管材料： PVC

外径 160 mm 1.5 km
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 3.70 x L 7.7 x D 3.0 m 2 160 m3
E-2 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 63 mm 13.2 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 758
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 11

2栓タイプ、 dia. 13 mm 4
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表 3 - 8  施設設計リスト（8）

(13) IKK名： Tagolu
施設設計水量： 6.8 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 洞穴水 一日24時間運転
設計水量： 6.8 liter/sec 

A-1 蛇籠取水槽 W 4.40 x L 4.40 x D 1.0 m 1
B. 導水管 管材料： 亜鉛メッキ鋼管

呼び径 150 mm 0.8 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 3.60 x L 7.50 x D 3.0 m 2 150 m3
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter 2 1台予備、1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 50 mm 19.7 km
管材料： 亜鉛メッキ鋼管
呼び径 200 mm 0.3 km

F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 669
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 9

2栓タイプ、 dia. 13 mm 4
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表 3 - 8  施設設計リスト（9）

(14) IKK名： Toili
施設設計水量： 15.4 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 河川水 一日18 時間連続運転
設計水量： 22.5 liter/sec 10 % の浄水場用水を含む

A-1 集水埋渠 dia. 300 mm x 20 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

1.35 m3/min x 11.0 m x 5.5 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 -
C. 浄水場 設計水量： 22.5 liter/sec 取水施設と同じ
C-1 着水井／混和井 RC造、 水流混和（堰落ち式） 1 滞留時間： 3.0 min

W 1.00 x L 1.00 x D 4.00 m
C-2 フロック形成池 RC造、 水流攪拌（上下う流式） 2 滞留時間： 20.0 min

W 0.60 x L 3.90 x D 2.00 m, 3 列 G値： 20 to 60 sec-1
C-3 薬品沈でん池 RC造、 横流式 2 表面負荷率： 1.5 m3/m2/hr

W 1.20 x L 7.50 x D 2.00 m, 3 列
C-4 急速ろ過池 RC造、 単層ろ過、重力式 2 ろ過速度： 150 m3/m2/day

W 3.90 x L 1.70 m (6.60 m2) 洗浄方式： 逆洗水 + 空気
C-5 浄水池 RC造 2 滞留時間： 30.0 min

W 3.70 x L 3.00 x D 2.00 m
C-6 薬品注入設備
a. 凝集剤：硫酸ばんど 注入率： max 50; ave 15 mg/liter
     溶解タンク FRP製、 dia. 1.6 x H 2.5 m 2 1台予備、 2週間分貯留
     注入ポンプ ダイアフラムポンプ 2 1台予備

0.65 liter/min x 0.69 MPa
b. pH調整剤：消石灰 注入率： max 10; ave 5 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク 鋼製 2 攪拌機1台

W 1.4 x L 1.5 x H 2.2 m
c. 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter x 2 tanks 2 1台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

C-7 薬品注入棟 RC造、 W 5.10 x L 8.00 x H 3.70 m 1
C-8 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
C-9 自家発電機 55 KVA 2 1台予備
C-10自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
D. 送水施設
D-1  送水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

1.23 m3/min x 43.0 m x 15 kW 地上式配水池へ送水
D-2 送水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
D-3 送水管 管材料： 亜鉛メッキ鋼管

呼び径 150 mm 0.02 km
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 4.85 x L 10.0 x D 3.0 m 2 280 m3
E-2 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 63 mm 21.3 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,576
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 30

2栓タイプ、 dia. 13 mm 19
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表 3 - 8  施設設計リスト（10）

(15) IKK名： Dumoga
施設設計水量： 11.1 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 渓流 一日24時間運転
設計水量： 11.1 liter/sec 

A-1 底部取水 RC造、 W 0.60 x L 6.00 x D 0.60 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 160 mm 0.9 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 4.35 x L 9.00 x D 3.0 m 2 220 m3
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 500 liter 2 1台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 160 mm - 50 mm 12.9 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 1,212
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 24

2栓タイプ、 dia. 13 mm 14

(16) IKK名： Pinolosian
施設設計水量： 2.5 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 湧水 一日24時間運転
設計水量： 2.5 liter/sec 

A-1 蛇籠取水槽 W 4.40 x L 4.40 x D 1.0 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.15 m3/min x 22.0 m x 2.2 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
A-4 自家発電機 10.5 KVA 2 1台予備
A-5 自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
B. 導水管 管資材： PVC

外径 90 mm 0.5 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 5.1 x H 3.0 m (60 m3) 1 高さ： 12.95 m (FGL to LWL)
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
     溶解タンク ポリエチレン製、 100 liter 2 1台予備、 1週間分貯留
     注入ポンプ 1.8 liter/hr x 1.47 MPa 2 1台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 160 mm - 50 mm 3.2 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 274
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 6

2栓タイプ、 dia. 13 mm 3
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表 3 - 8  施設設計リスト（11）

(17) IKK名： Wori
施設設計水量： 3.2 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 河川水 一日18 時間連続運転
設計水量： 4.7 liter/sec 10 % の浄水場用水を含む

A-1 取水口 RC造、 W 3.30 x L 1.15 x H 1.50 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.28 m3/min x 11.0 m x 1.5 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 -
C. 浄水場 設計水量： 4.7 liter/sec 取水施設と同じ
C-1 着水井／混和井 RC造、水流混和（堰落ち式） 1 滞留時間： 14.0 min

W 1.00 x L 1.00 x D 4.00 m
C-2 フロック形成池 RC造、水流攪拌（上下う流式） 2 滞留時間： 20.0 min

W 0.60 x L 2.70 x D 2.00 m, 3 列 G値： 20 to 60 sec-1
C-3 薬品沈でん池 RC造、横流式 2 表面負荷率： 1.5 m3/m2/hr

W 0.80 x L 3.20 x D 2.00 m, 3 列
C-4 急速ろ過池 RC造、単層ろ過、重力式 2 ろ過速度： 150 m3/m2/day

W 2.70 x L 1.00 m (2.70 m2) 洗浄方式： 逆洗水 + 空気
C-5 浄水池 RC造 2 滞留時間： 30.0 min

W 2.20 x L 1.50 x D 2.00 m
C-6 薬品注入設備
a. 凝集剤：硫酸ばんど 注入率： max 30; ave 10 mg/liter
     溶解タンク FRP製、 dia. 1.0 x H 1.5 m 2 1台予備、 2週間分貯留
     注入ポンプ ダイアフラムポンプ 2 1台予備

0.145 liter/min x 0.98 MPa
b. pH調整剤：消石灰 注入率： max 15; ave 10 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク 鋼製 2 攪拌機1台

W 0.8 x L 0.8 x H 3.2 m
c. 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 200 liter 2 1台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

C-7 薬品注入棟 RC造、 W 4.30 x L 6.50 x H 4.70 m 1
C-8 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
D. 送水管
D-1  送水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.26 m3/min x 47.0 m x 5.5 kW 地上式配水池へ送水
D-2 送水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
D-3 送水管 管材料： PVC

外径 110 mm 1.8 km
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 2.55 x L 5.40 x D 3.0 m 2 70 m3
E-2 配水管 管材料： PVC

外径 160 mm - 63 mm 6.7 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 333
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 6

2栓タイプ、 dia. 13 mm 4
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表 3 - 8  施設設計リスト（12）

(18‐1) IKK名： Kombi (1)
施設設計水量： 1.0 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 渓流 一日24時間運転
設計水量： 1.0 liter/sec 

A-1 底部取水 RC造、 W 0.60 x L 6.00 x D 0.60 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.06 m3/min x 44.0 m x 3.7 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B. 導水管 管材料： 亜鉛メッキ鋼管

呼び径 75 mm 0.2 km
C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 1.80 x L 3.90 x D 3.0 m 2 30 m3
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 100 liter 2 1台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 110 mm - 63 mm 1.6 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 138
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 2

2栓タイプ、 dia. 13 mm 2

(18‐2) IKK名： Kombi (2)
施設設計水量： 1.9 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 渓流 一日24時間運転
設計水量： 1.9 liter/sec 

A-1 底部取水 RC造、 W 0.60 x L 6.00 x D 0.60 m 1
A-2 取水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.11 m3/min x 39.0 m x 3.7 kW
A-3 取水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
A-4 自家発電機 12.5 KVA 2 1台予備
A-5 自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
B. 導水管 管材料： PVC

外径 90 mm 0.2 km
管材料： 亜鉛メッキ鋼管
呼び径 75 mm 0.1 km

C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 地上式配水池 RC造、 W 2.20 x L 4.70 x D 3.0 m 2 50 m3
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter 自然流下式
     溶解タンク ポリエチレン製、 100 liter 2 1台予備、 1週間分貯留
     滴下注入器 2 1台予備

E-3 消毒室 RC造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 減圧槽
  減圧槽 (1) RC made, W 1.40 x L 2.40 x H 1.45 m 1 フロートバルブ dia. 50 mm
  減圧槽 (2) RC made, W 1.40 x L 2.40 x H 1.45 m 1 フロートバルブ dia. 50 mm
  減圧槽 (3) RC made, W 1.40 x L 2.40 x H 1.45 m 1 フロートバルブ dia. 50 mm

E-6 配水管 管材料： PVC
外径 90 mm - 63 mm 4.2 km

F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 272
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 6

2栓タイプ、 dia. 13 mm 3
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表 3 - 8  施設設計リスト（13）

(19) IKK名： Talawaan
施設設計水量 5.6 liter/sec （一日最大給水量）
No. 施設・設備名 仕様 数量 摘要

A. 取水施設 水源： 渓流 一日24時間運転
設計水量： 5.6 liter/sec 

A-1 底部取水 RC造、 W 0.60 x L 6.00 x D 0.60 m 1
B. 導水施設
B-1 導水ポンプ うず巻ポンプ 2 1台予備

0.34 m3/min x 58.0 m x 11 kW
B-2 導水ポンプ井 RC造、 W 1.70 x L 2.50 x D 2.00 m 2
B-3 導水ポンプ棟 RC造、 W 4.50 x L 5.50 m 1
B-4 自家発電機 37 KVA 2 1台予備
B-5 自家発電機室 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
B-6 導水管 管材料： PVC

外径 110 mm 0.5 km
外径  90 mm 1.3 km
外径 160 mm 2.0 km

C. 浄水場 -
D. 送水管 -
E. 配水施設
E-1 高架式配水池 RC造、 dia. 7.5 x H 3.0 m (130 m3) 1 高さ： 15.5 m (FGL to LWL)
E-2 消毒剤： 次亜塩素酸カルシウム 注入率： max 4; ave 2 mg/liter ポンプ式
     溶解タンク ポリエチレン製、 300 liter 2 1台予備、 1週間分貯留
     注入ポンプ 3.3 liter/hr x 0.98 MPa 2 1台予備

E-3 消毒室 木造、 W 2.00 x L 2.00 m 1
E-4 管理棟 RC造、 W 5.00 x L 8.00 m 1
E-5 配水管 管材料： PVC

外径 200 mm - 50 mm 8.3 km
F. 給水施設
F-1 戸別給水栓 dia. 13 mm 598
F-2 公共給水栓 1栓タイプ、 dia. 13 mm 10

2栓タイプ、 dia. 13 mm 8
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